
救
急
医
療
シ
ス
テ
ム
で

年
末
年
始
の
急
な
発
熱
・
歯
痛
も
安
心
で
す

市
で
は
松
戸
市
医
師
会
・
松
戸
歯
科
医

師
会
・
松
戸
市

薬
剤
師
会
の
協
力
で
、
二
十
四

時
間

安
心
し

て
医
療
が
受
け
ら
れ
る
「
救
急
医
療
シ
ス
テ
ム
」
を
と
っ
て
い

ま
す
。

土

・
日
曜
日

、
祝
日

や
夜
間
で
も
、
在
宅
の
医
院

・
待
機

病
院

・
歯
科
医
院
や
、
衛
生
会
館
内
の
診

療
所
で

、
医
師
・
歯
科
医
師
が
急
病
・
救
急
の
場
合
に
備
え
て
い
ま
す

。

年
末
年
始
に

、
も
し
発
熱
し
た
り
歯
が
痛
く
な
っ
て
も
、
医
療
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

年
末
年
始
の
救
急
医
療
に
つ
い
て
、
ご
案
内
し
ま
す
。

保
健
衛
生
課
　
3
6
6
・
7
4
8
2

医　科

市内の医 療機関 ・

そ の所 在( 地図) な

ど を 地区 別に 掲載

し て いま す。

医 療機 関マ ップ

は 市 のホ ーム ペー

ジ( アドレ ス 右上)

でもご 覧 にな れ ま

す。

当日の当番医療機関　24時間受け付け

366 －0010
年末年始の当日の医療機関や道順を案内しています。テ

レホン案内を聞きながら｢医療機関マップ｣をご覧になると

より便利です。

（内科系・外科系）　午後8時～午後11時

衛

生
会

館

案
内

図

368-3756

歯　科

下表 の診 療 所 へ　 受付時間

期　日 診療所名 電話番号 所　在

12/29(火)
瀬畑歯科医院 367－0120 三矢小台2の10 の6

宮嶋歯科医院 387－0068 五香南1の14の5

ハヤカワ歯科 346-3535 小金原3の15の5

30(水）

平岡歯科医院 368－8200 松戸新田473 の29

谷津歯科医院 343-2020 小金原6の5の10

藤田歯科医院 347－9723 西馬橋2の19の1

31(
木)

平山歯科 367-9631 松戸1178

コタニグリーン歯科 386-2738 日暮1の12の6

恩田歯科医院 343-2325 中和倉120

1/1(
祝)

平岡歯科医院 364－6666 本町2の3

タウン歯科 367－4184 稔台100の5

長岡デンタルクリニツク 344－1391 新松戸3の255

2(土）

恩田歯科クリニック 386-6482 常盤平5の25の11

きよしヶ丘歯科診療所 343－6862 小金きよしヶ丘1の13の9

小谷歯科医院 345-2815 新松戸3の141

3(日)

橋本歯科医院 384－7266 常盤平5の13の8

八ケ崎斉藤歯科医院 342－5143 八ケ崎680の1

高野歯科 341－2596 横須賀1の21の2

受診する際は、医療機関へ確認してください。

衛生会館内 休日・土曜日夜間歯科診療所(上記地図参照)

午後8時～午後11時　　365-3430

※衛生会館内の診療所に終了時刻間際においでの際は、あらかじめ電話でご連絡くだ

さい。

人口と世帯

市民課整備係　366-7340

ご利用≪ださい

人口462,538 人　　［+ 108 ］

男234,209 人　　［＋ 34 ］

女228,329人　　［+　74］

世帯　177,993世帯［+ 127］
申請 の翌日（ｲ木日 の場合は 休み明 け）に処理し 、ご 自宅 に郵送し ます

主な内容
申請できる書類

申請書・返信用封筒・手数料を
住民票 ・戸 籍謄抄本 （市内 に本籍がある人）

仕事などの都合で平

日市役所に来ることが

できない人のために、

24時間いつでも住民票

や戸籍謄抄本の申請が

できる「休日夜間申請

受付ボックス」を市内

９ヵ所に設置していま

す。

備え付けの封筒に入れて投かん申請できる人

本人または本人と同一世帯に属する人(戸籍の場合は同籍者)
行政リストラ実施計画の

実施状況　　②

年末年始市の施設の休み　　②

介護保険制度の仕組み　　　③

松戸市の財政状況を公表　④⑤

情報チャンネル　　　　　⑥⑦

用意するもの

①返信用封筒(住所･氏名を記入し、80円切手を張る) 設置場所○松戸駅東西連絡通路

○常盤平・小金・小金原・馬

橋・六実・新松戸・矢切・

東部の各支所の入口付近

②手数料（住民票300円・戸籍謄本450円・戸籍抄本450円）

③必要事項を記入した、備え付けの申請書（住民票・戸籍謄抄

本 のみ）

衛生会館内365 日夜間急病診療所

年末年始もOK(処理は1月4日

(月)
囗
は
前
月
比

発 行 ： 松 戸 市　 編 集 ：企 画 部 広 報 課

〒271-8588　 松 戸 市 根 本387-5

TEL.047-366-1111　　FAX.047-363-3200

e-mail mcity@intership.ne.jp

URL http:// ｗｗｗ.intership.ｎe. jp/matsudo/

1
2
/
2
9
(
火
)
～
1
/

3
(
日
)医療マップを

ご利用ください
テレホン案内

突然の歯痛で困ったら…

午前9時～午後4時3
0分

12月１日現在

体の具合が悪くなったり、ケガをしたら…

土・日曜日・祝日、夜間でも

住民票・戸籍謄抄本の申請ができます

休日夜間申請受付ボック

ス



広報

支所機能の充実を図るため、支所に順次設置しているテレビ電話。市役所まで出向かなくて

も、書類の手続きが分かりやすくできます（写真は常盤平支所）

各目標・指針別実施状況

計画の目標 見直し指針 事業件数 実施件数 実施率(％)

市 民と 行政の

パート ナーシ ップ の強 化

事 業件 数　80 件

実 施件 数　70 件

未実施件数　10 件

実施率　87.50%

市民ニーズの把握 ６ ６ 100

行政情報の積極的な提供 15 14 93.33

市民参加の促進 18 16 88.89

市民との協力体制の強化 ３ １ 33.33

市民の社会活動への支援 ４ ４ 100
市民と対応する窓口の強化 10 ９ 90.00

公共施設サービスの向上 15 13 86.67

規制の緩和 ９ ７ 77.78
社 会環 境の変 化に 適応し た施 策

の 再編　 事業 件数　　53 件

実施件数　　51件

未実施件数　　2件

実施率　　　96.23％

新 たな 行政シ ステム の構 築

事業 件数　163 件

実 施件数　147 件

未実施件数 16 件

実 施 率　　90.18%

事業の目的・役割の見直し 19 19 100
新たな市民ニーズへの対応 34 32 94.12
政策立案・評価制度の充実 4 4

100

情報基盤の整備 15 ９ 60.00

事業方法の改革 ９ ９ 100

経費の削減 13 12 92.31

収入の確保 7 7 100

受益者負担の適正化 ４ ２ 50.00

市職員の人材育成 14 14 100

民間活力の積極的導入 ６ ４ 66.67

事務事業の改革 66 62 93.94

行政組織の活性化 ９ ９ 100

公営企業等の活性ｲﾋ 16 15 93.75
合　計 296 268 90.54

1/7(木

)
会場

消防訓練センター

松
戸
市
消
防
出
初
め
式

消
防
局
総
務
課
　
3
5
3
・
１
１
１
１
内
線
3
1
2
番

・
当
日
の
案

内
　
3
6
2
・
0
1
1
9
番

新

春
恒

例
の
消

防
出

初
め

式
を

、

１
月
７
日
木
午
前
1
0
時
か
ら
(
演
技

は
午
前
1
1
時
か
ら
）
消
防
訓
練
セ
ン

タ
ー
（
案

内
図

参
照

）
で
行

い
ま
す

。

イ

キ
な
は

っ
ぴ
姿

の
は
し

ご
乗
り

、

幼
年

消
防

ク
ラ

ブ
員

の
フ
ィ

ー
ル

ド

ド
リ

ル
、
消
防

局

・
消
防
団

・
企

業

自
衛

消
防

隊
に

よ
る
消

防
演

習
を
繰

り
広
げ
ま
す
。
多
数
の
ご
来
場
を
お

待

ち
し

て

い
ま

す

。

な
お

、
当
日

は
会
場

付
近

の
住

民

の
皆
さ

ん
に

、
で

き
る
だ

け

ご
迷

惑

を

お
掛
け
し

な
い
よ
う
に
し
ま

す

が
、

ご
理
解

く
だ

さ

い
ま

す
よ
う

お
願

い

し

ま
す

。

※
雨
天

の
場

合
は

、
式

典
の
み
を
消

防
局
講

堂
で
行

い
ま
す

。

個

人

市

政

見

学
会

参

加

者

募

集

市
民
の
皆
さ
ん
に
市
政
を
身
近
に

感
じ
て

い
た
だ
く
た
め
、
個
人
を
対

象
の
市
政
見
学
会
を
実
施
し
ま
す
。

１
月
1
2
日
火
午
前
９
時
市
役
所
正

面
玄
関
集
合
　
コ
ー
ス
市
役
所
～
博

物
館
～
和
名
ケ
谷
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ

ー
（
昼
食
お
よ
び
見
学
）
～
消
防
局

～
市
役
所
（
解
散
）
　
定
員
先
着
二

十
二
人

持
ぢ
物
昼
食

（
食
堂
等
は

あ
り
ま
せ
ん
）
　
費
用
無
料

※
申
し
込
み
が
三
人
以
下
の
場
合
は
、

消防出初め式　 会場案内図

新
春
の
風
物
イ
キ
な
は
し
ご
乗
り

期　日
施設名

12　月 １　月

26土 27( 日)28( 月)29火 30水 31木 1

祝

2

土

3

日

４(月) 5

火

6

水

7

木市役所・支所

市民センター

市立病院

福祉医療センター東松戸病院

中央 ・小金保健センター

勤労会館

消費生活センター

森のホール21 ◎ ◎

市民会館

市民劇場

ユーカリ交通公園

有料自転車駐車場管理棟

自転車保管場所

常盤平児童福祉館

女性センターゆう まつど

図書館( 本館・分館)

市立博物館

戸定歴史館･戸定が丘歴史公園

文化ホール

青少年会館（本館・分館）

矢切公民館

タウンスクール根木内

東部スポーツパーク

健康増進センター

運動公園

常盤平・小金原体育館

21世紀の森と広場

パークセンター

自然観察舎

六和ク リーンセンタ ー内青松園

クリーンセンター内温水プール ９(土)まで

グリーン センター体育室･ テニスコート ★

老人福祉センター

斎場・北山市民会館 ※

和名ケ谷スポーツセンター

健康福祉会館( ふれあい22)

●は1日休み　◎は点検日のため窓口とチケット予約センターのみ開いています。　★の体育室

は午後5時以降休み、テニスコートは午後1時以降休み

※斎場の式場は12 月27 日～1 月３日の間休み、北山市民会館は29 日～31 日 の間午後5 時以降休み

償

却

資
産

（
固

定

資

産

税

）
の

申
告
は
、
２
月
１
日
月
ま
で
に

申
告
を
必
要
と
す
る
人
平
成
1
1
年

１
月
１
日
現
在
、
市
内
に
事
業
用
の

償
却
資
産
（
市
内
の
他
の
事
業
所
に

貸
し
付
け
て
い
る
も
の
を
含
む
）
を

所
有
し
て
い
る
個
人
・
法
人
で
、
業

種
を
問
い
ま
せ
ん
　
償
却
資
産
の
内

容
土
地
お
よ
び
家
屋
以
外

の
事
業
の

た
め
に
使
う
こ
と
の
で
き
る
資
産
で

次
の
も
の
が
該
当
①
構

築
物

（
構
内

舗
装
・
広
告
設
備
・
塀
な
ど
)
②
機

械
・
装
置
（
原
動
機
・
工
作
・
土
木
・

物
品
加
工
な
ど
の
各
種
機
械
装
置
な

ど
）
③
船
舶
（
ボ
ー
ト
・
釣
り
船
な

ど
)
④
航
空
機
（
飛
行
機
・
ヘ
リ
コ

プ
タ
ー
な
ど
）
⑤
車
両
・
運
搬
車
(
動

力
運
搬
車
・
大
型
特
殊
目
動
車
な
ど
）

⑥
工
具
、
器
具
・
備
品

（
机
・
ロ
ッ

カ
ー
で
シ
ョ
ー
ケ
ー
ス
・
応
接
セ
ッ

ト
・
パ
ソ
コ
ン
・
ワ
ー
プ
ロ
な
ど
）

申
告
期
限
法
定
申
告
期
限
は
２
月

１
日
月
で
す
が
、
事
務
処
理
の
都
合

上
、
１
月
2
0
日
火
ま
で
に
固
定
資
産

税
課
へ
。
正
当
な
事
由
が
な
く
申
告

し
な
か
っ
た
り
、
虚
偽
の
申
告
を
し

た
場
合
は
、
過
料
等
を
科
さ
れ
た
り

不
利
益
な
扱

い
を
受
け
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

固
定
資
産
税
課
償
却
資
産
係
　
3
6
6

7
3
2
3
番

中
止

に

さ
せ
て

い
た
だ

き
ま
す

。

電

話
で

広
報
課

3
6
6
・
７
３
２
０

番

へ「
ま
つ

ど
フ

ァ
ミ
リ

ー
・
サ

ポ

ー

ト
・
セ
ン
タ
ー
」
で
は
、
地
域
の
身

近

な
人

同
士

で
お
子

さ

ん
を
預
け

た

り
、
預

か

っ
た
り
で

き

る
よ
う

、
育

児
の
援
助
を
行
う
提
供
会
員
を
募
集

し

ま
す

。
提

供
会
員

は
育

児
援
助

活

動

に

理
解
と

熱
意

が
あ
り

、
健
康

な

市

内
在

住

の
人
で
、

特
に

資
格

は
必

要

あ
り

ま
せ

ん
。
入

会
に

際
し

、
入

会

説
明

会
お

よ
び
活

動
に

必
要

な
知

識
や
技

術
を
身

に
付

け

る
た
め

の
基

礎

研
修

会
に

参

加
し

て

い
た
だ

き
ま

す
。

研
修
日
時
１
月
1
6
日
土
午
前
９
時

3
0分
～

午
後
５

時

会
場
女

性
セ

ン

タ

ー
ゆ
う
ま

つ
ど
　

内

容
相

互
援
助

活

動

の
基
本

・
交
流

会

・
事
例
研

究

会※
ま
つ
ど
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・

セ

ン

タ
ー
へ

の
入

会
説
明

会

は
。

利
用
会
員
・
提
供
会
員
と
も
に
毎

月
第

三
火
曜

日
午

後
３

時
か
ら

。

女
性

セ
ン

タ

ー
ゆ
う
ま

つ
ど
で

開

催
し

て

い
ま
す

。

直

接
ま
た

は
電
話

で
ま

つ
ど

フ

ァ

ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー
　

3
3
0
・
2
9
4
1
番
（
月
曜
～
土
曜
日

の
午
前
９

時

か
ら
午

後
５

時
）

へ

１
月
2
5
日
月
～
２
月
1
7
日
水
(
土
・

日
曜
日
、
祝
日
を
除
く
)
午
前
９
時

～
1
1
時
3
0
分
と
午
後
１
時
～
４
時

会
場
衛
生
会
館
三
階
会
議
室
　
対
象

物
品

納
入
業

者

（
建
設
工

事

資
材

を

含
む

）、

委
託

業
務

業
者
（
設
計

・
測

量

・
コ
ン
サ

ル

タ
ン

ト
を
含

む
）
、
建

設
工

事
業
者

（
建

設
業

者

の
み
で
物

品
納
入

業
者

お
よ
び
委

託
業
務
業

者

を
除
く
）

※
申
請
書
（
一
部
五
百
円
）
は
本
館

地
下

一

階
売
店

則
で

販
売
し

て

い

ま

す

（
土

・
日

曜
日

、
祝
日

を

除

く

午
前
９

時
～

午
後

４
時
3
0
分
）
。

契

約
課
　
3
6
6・
1
1
5
1

番

行政リストラ実施計画の

実施状況をお知らせします

1998 年(平成10 年)12月25日

平成8年度から3ヵ年計画で実施している「行政リストラ実施計画」最終年度も残

すところわずかとなりました。これからも、支所機能の改革による市民サービスの

向上や、事務事業全般の見直しによる経費の削減などの改革を図っていきます。

現在の実施状況は約91 ％となっています。各目標･ 指針別の実施状況は下表のと

おりです。

主な目的はほぼ達成しつつありますが、引き続き努力を続けていきます。

事務管理課　366-7307 番

～
あ
な
た
の
子
育
て
を
応
援
し

ま
す
～
ま
つ
ど
フ
ァ
ミ
リ
ー
・

サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー
提
供
会

員
募
集

平
成
1
1
・
1
2
年
度
松
戸
市
指
名

競
争
入
札
参
加
資
格
審
査
申
請

を
受
け
付
け
ま
す

年末年始　市の施設の休み



広報

介
護
保
険
制
度
の
仕
組
み

第
八
回

介
護
保
険
地
区
別
市
民
会
議
の

開
催
に
つ
い
て

介
護
保
険
準
備
室
　
3
6
6
・
7
3
7
0
番

市
で
は
介
護
保
険
制
度
の
普
及
・

啓
発
、
お
よ
び
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら

ご
意
見
等
を
伺

い
介
護
保
険
事
業
計

画
に
反
映
さ
せ
る
こ
と
を
目
的
に
、

市
民
会
議
を
左
表
の
と
お
り
開
催
し

ま
す
。

地
区
別
に
十
二
回
、
市
内
全
域
を

介護保険制度地区別市民会議日程表

対
象

に
一
回

の
合

計
十
三

回

開
催
し

ま
す

の
で
、

参
加

希
望
者

は
直

接
会

場
へ

お
越
し

く
だ

さ

い
。
皆

さ
ん

の

ご
参

加
を

お
待
ち
し

て

い
ま
す

。

※
参
加

者
多

数

の
場
合

は
、
入

場

を

お
断
わ
り
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

期日 時間 地区 会　場

2/ 3水

午
後
２

時

～４

時

五香六実 六実市民センター

5

金

本庁 勤労会館

8月 常盤平団地 常盤平市民センター

10

火

新松戸 新松戸市民センター

12金 明第1 明市民センター

14(日) 市内全域 勤労会館

15(月) 明第2 古ヶ崎市民センター

17水 常盤平 常盤平市民センター

19金 小金 小金市民センター

22(月) 矢切 二十世紀ｹ 丘市民センター

2

4水

東部 東部スポーツパーク

2

5木

馬橋 馬橋東市民センター

26金 小金原 小金原市民センター

川井敏久

市内にか かりつけ医 を持ちましょう

私が選んだ10大ニュース

年
の
瀬
も
迫
り
、
国
や
県

の
十

大
ニ
ュ
ー
ス
が
話
題
と
さ
れ
る
時

期
に
な
り
ま
し
た
。

私
も
一
年
を
振
り
返
り
、
松
戸

の
十
大
ニ
ュ

ー
ス
を
選
ん
で
み
ま

し
た
。

○
徳
川
慶
喜

・
昭
武
関
連
イ
ベ
ン

ト
の
開
催
（
１

月
～
）

Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ
「
徳
川
慶

喜
」
に
戸
定
歴
史
館

が
協
力

。
戸

定
邸

の
使
者
の
間
・
従
者
の
間
の

名署に言宣市都重尊権人

｢松戸市こども育成計画｣ 策定記念シンポジウム
たくさんの応募を

１８歳未満の人の作文を募集お待ちしています

復
原
に
合
わ
せ
て
特
別
展
を
開
催

’

し
、
来
館
者

が
増
え
ま
し
た
。

○
J
R
武
蔵
野
線
東
松
戸
駅
が
開
業

（
３
月
）

北
総
線
と
の
交
差
駅
は
将
来
、

松
戸
市
の
東
部
地
区
の
核
と
し
て

発
展

が
期
待
さ
れ
て

い
ま
す
。

○
松
戸
市
総
合
計
画
が
ス
タ
ー
ト

（
４
月
）

「
住
ん
で
よ

い
ま
ち
・
訪
ね
て

よ
い
ま
ち
ま
つ
ど
」
を
ま
ち

づ
く

り

の
基
本
と
し
て
、
二
〇
二
〇
年

の
目
標
年

次
に
向

か
っ
て
着
実
に

推
進
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て

い

ま
す
。

○
初
の
女
性
助
役
就
任
（
４
月
）

県
内
で
初
め
て
の
女
性
助
役
が

誕
生
。
力
を
合
わ
せ
、
市
政
の
推

進
に
努
力
し
て

い
き
ま
す
。

○
健
康
福
祉
会
館
「
ふ
れ
あ
い
2
2」

が
開
館
（
４
月
）

老
人
保
健
の
医
療
受
給
者
証
が
更
新
に
な
り
ま
す

老
人
保
健
法
に
よ

る
医
療
受
給
者
証
の
交
付
を
受
け

て
い
る
人
（
原
則
七
十
歳
以
上
）
で
、
有
効
期
間
が
平
成

1
1年
１
月
3
1日
で
満
了
に
な
る
人
に
は
、
新
し
い
健
康

手
帳
と
医
療
受
給
者
証
を
１
月
下
旬
に
発
送
し
ま
す
。

旧
医
療
受
給
者
証
は
、
２
月
１
日
月
以
降
、
な
が
い

き
課
ま
た
は
、
各
支
所
へ
お
返
し
く
だ
さ
い
。

な
が
い
き
課
　
3
6
6
・
7
3
4
2

番

医
療
受
給
者
証
は
、
平
成
９
年
４
月

の

様
式
変
更
で
有
効
期
間
の
記
載
が
な
く
な

り
ま
し
た
。
今
後
は
更
新

が
な
く
な
り
ま

す
の
で
、
大
切
に
お
使
い
く
だ
さ
い
。

今
回
更
新
の
対
象
で
な
い
人
は
、
有
効

期
間
が
終
了
次
第
順
次
新
様
式
の
医
療
受

給
者
証
に
切
り
替
え
て
い
き
ま
す
。
そ
れ

ま
で
の
期
間
は
、
現
在
持
っ
て
い
る
医
療

受
給
者
証
を
お
使

い
く
だ
さ
い
。

※
更
新
該
当
者
で
医
療
受
給
者
証
が
届
か

な
い
場
合
は
、
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

こ
ん
な
費
用

も
支
給
対
象

次
の
場
合
も
医
療
費
支
給
の
対
象
に
な

り
ま
す
の
で
、
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

①
や
む
を
得
な
い
事
情
で
、
医
療
受
給
者

証
な
ど
を
持
た
ず
に
受
診
し
た
場
合
の
治

療
費
②
コ
ル
セ
ッ
ト
な
ど
の
治
療
用
装
具

財
政

が
厳
し

い
中

、

行

政

の
新

し

い
手

法

と
し

て

民
間

の
力

を

活

用
し

開

館

し
ま

し

た

。

○
千

葉

県

西
部

防
災

セ

ン

タ
ー

が

オ

ー

プ
ン

（
６

月
）

県
内

二
番

目

の
防
災

セ

ン

タ

ー

と

し
て

オ

ー

プ
ン

、
県

と

一
体

と

な

っ
て

災

害
死

亡

者

ゼ
ロ

を

め
ざ

し

ま
す

。

○
選
挙
（
６
月
・
７
月
・
1
1
月
）

市

長

選

、
参

院

選

、
市

議
会

選

挙

が
行

わ

れ

ま
し

た

。
私

は

、
新

た

に
選

ば
れ

た
市

議
会

議
員

の
皆

様

と

と
も

に
今

後

の
市

政

運
営

に

取

り
組

む

決

意
を

新
た

に

し
て

い

る
と
こ

ろ
で

す

。

○

江

尸
川

流
水

保

全
水

路

が
完

成

（
７

月
）

「

ふ

れ
あ

い
松

戸
川

」

の
愛

称

も

決

ま
り

、
江

戸

川
松

戸

フ

ラ
ワ

ー
ラ
イ
ン
と
同
様
、
市
民
に
親
し

ま
れ
る
川
に
な
っ
て
ほ
し
い
と
思

い
ま
す
。

○
ホ
ワ
イ
ト
ホ
ー
ス
市
長
一
行
が

来
松
（
1
0月
）

姉
妹
都
市

ホ
ワ
イ
ト
ホ
ー
ス
市

の
市
長
一
行

が
、
市
合
併
後
初
め

て
来
松
さ
れ
ま
し
た
。

○
人
権
尊
重
都
市
宣
言
（
1
2月
）

優
し

い
心
を
育
む
ま
ち
松
戸
を

め
ざ
し
て
、
一
人
ひ
と
り
の
個
性

や
生
き
方
が
尊
重
さ
れ
、
差
別
や

偏
見
な
ど
に
よ
る
人
権
侵
害
の
な

い
社
会

の
実
現
に
努
力
し
ま
す

。

今
年
は
戦
後
最
大
の
経
済
危
機

と

い
わ
れ
、
景
気
の
悪

い
一
年
で

し
た
。

来
年
は
市
民
の
皆
さ
ん
に
と

っ

て
、
明

る
く
良

い
年
に
な
り
ま
す

よ
う
私
も
精
い
っ
ぱ
い
頑
張
り
ま

す
の
で
、
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お

願

い
い
た
し
ま
す
。

代

⑤
は
り

・
き
ゅ
う
・
マ
ッ
サ
ー
ジ
の
施

術
費
④
移
送
費
用
⑤
生
血
費
用

※
②
～
⑤
は
医
師
が
認
め
た
場
合
に
限
る

健
康
保
険
証
が
変
わ
っ
た
ら

老
人
医
療
対
象
者
が
加
入
し
て

い
る
健

康
保
険
証
の
種
類
や
内
容
が
変
わ
っ
た
と

き
は
、
必
ず
な
が
い
き
課
ま
た
は
各
支
所

に
届
け
出
を
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
診
療
を
受
け
て
い
る
医
療
機
関

に
も
新
し
い
健
康
保
険
証
を
持
参
し
、
そ

の
旨
を
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

転

出

す

る

と

き

市
外

へ

転
出

す

る
と

き
は
、

医
療
受

給

者

証
を

な

が

い
き

課
ま
た

は
各

支
所

に
返

還

し

、
転
入
先

で
手

続
き
し

て
く

だ

さ

い
。

市長室・発

｢松戸市こども育成計

画｣ の策定を記念して、２

月６日(土)に市民劇場でシ

ンポジウムを開催します。

当日18歳末満の皆さん

から募集した作文から、

いくつかを発表します。

学校や家庭、社会など

についての意見や考えを、

文章にして応募してくだ

さい。

皆さんの積極的なご意

見をお待ちしています。

■ テーマ ①家庭や学校 、社会のできごとで 、自由の素 晴らしさ を実感し た

こ と( 自由 でなく て困っ たこ と) ②家庭 や学 佼、社会の 出来 事で､ 体験

して自信を持ったこと(自信を無くしたこと)③家庭や学校、社会の出来

事で 、体験し て安心し たこと( 不安 にな ったこ と) ④家族や友達 、学校 、

社会などに対 する 意見や考え

■ 対　　 象 市内在住 ・在学 ・在勤の18 歳未満の人

・ 応募要領 上記テ ーマから一つ 選び 、400 字 詰め原稿用紙 で2 枚以上お 書

きください(住所・氏名・電話番号・学校名と学年または職業を記入)

※応募者全員に記念品を 差し 上げます。

■申し 込み1 月18 日(月)〔必着〕までに 、〒271  -8588 松戸市 根本387 の5 松

戸市役所保育課 へ郵 送または持参

■問い合わせ保育課管理係　366－7351番

No.51  

1998 年(平成10 年)12月25日

市民の皆さんの声を直接お聞きするため、市長室直通のファックスと、市長専

用のメールボックスを設置しています。

市政に関して感じていることや建設的

なご意見をお寄せください(11 月末現在

のファックス受信件数は515件、直通メ

ールの受信件数は47件)。

FAX 366-2301 番

メールアドレス

mayor.matsudo@intership.ne. jp

そ
れ
ぞ
れ
の

夢
や
年
末

宝
く
じ

固

定

資
産

（
家

屋

）
の

調

査

に

ご

協
力

を

平
成
1
0年
中
に
新
築
・
増
改
築
さ

れ
た
家
屋
の
評
価
を
行
っ
て
い
ま
す

の
で
、
調
査
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
家
屋
の
取
り
壊
し
（
一
部

を
含
む
）
や
所
有
者
の
住
所
変
更
な

ど
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。

固
定
資
産
税
課
家
屋
係
　
3
6
6
・
7

3
2
4
番

納

期

内
の

納

付

に

ご

協

力

を

1
2
月
2
8
日
月
は
市
県
民
税
（
第
四

期
）
の
納
期
限
で
す
。
納
め
忘
れ
の

な
い
よ
う
に
お
願

い
し
ま
す
。

収
納
課
管
理
係
　
3
6
6
・
7
3
2
5

番松

戸

駅

（
新
京

成

ホ

ー
ム

）

に

エ

ス

カ

レ

ー
タ

ー
設

置

一
　
松
戸
駅
中
央
口
の
新
京
成
ホ
ー
ム

一
階
段
（
上
本
郷
方
）
に
電
動
車
い
す

対
応
型
エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー
が
設
置
さ

れ
ま
し
た
。

「
人
に
や
さ
し
い
ま
ち
づ
く
り
」

を
進
め
る
た
め
市
が
補
助
を
行
い
造

ら
れ
た
も
の
で
、
J
R
線
と
合
わ
せ
て

松
戸
駅
す
べ
て
の
ホ
ー
ム
階
段
に
車

い
す
で
利
用
で
き
る
エ
ス
カ
レ
ー
タ

ー
が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。

交
通
計
画
課
　
3
6
6
・
7
3
1
2

番

千

葉
県

の

卓

越
し

た
技

能

者

と

し

て

表

彰

さ

れ

ま
し

た

県
知
事
表

彰
受
賞
者
＝
か
じ
工

・

北
島
和
男
（
六
十
歳
・
南
花
島
）
、
県

知
事
感
謝
状
・
認
定
職
業
訓
練
功
労

者
＝
職
業
訓
練
法
人
松
戸
共
同
職
業

訓
練
協
会
理
事
・
市
川
清

（
六
十
八

歳
・
柏
市
）
、
中
央
職
業
能
力
開
発
協

会
長
感
謝
状
＝
深
野
守
信
(
六
十
六

歳
・
小
金
き
よ
し
ヶ
丘
）、
技
能
検
定

委
員
功
労
者
協
会
長
表
彰

＝
高
橋
敏

夫
（
六
十
四
歳
・
大
橋
）
、
技
能
士
会

連
合
会
長
表
彰
＝
小
倉
利
夫
（
六
十

一
歳
・
高
塚
新
田
）

〔
敬
称
略
〕

商
工
観
光
課
労
政
係
　
3
6
6
・
7
3

2
7
番

も
う

す

ぐ

確

定
申

告
で

す

所
得
税
の
確
定
申
告
書
は
、
本
人

（
ま
た
は
本
人
か
ら
依
頼
さ
れ
た
税
理

士
）
が
作
成
し
、
提
出
す
る
こ
と
に

な
っ
て

い
ま
す
。

医
療
費
控
除
や
住
宅
取
得
等
特
別

控
除
等
を
受
け
る
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の

た
め
に
、
記
載
が
簡
単
な
甲
告
書
「
給

与
所
得
者
の
還
付
申
告
用
」
が
用
意

さ
れ
て
い
ま
す
。

税
務
署
で
は
、
確
定
申
告
書
の
記

載
方
法
な
ど
に
つ
い
て
疑
問
の
あ
る

人

の
た
め
に
、
書
き
方
の
ア
ド
バ
イ

ス
を
行

っ
て

い
ま
す
。

３
月
に
入
る
と
署
内
が
大
変
混
み

合
い
、
長
時
間
お
待
ち
い
た
だ
く
場

合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
早
い
時
期
に

お
い
で
く
だ
さ
い
。

’

※
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
還
付
申
告
は
２

月
1
6
日
火
以
前
で
も
受
け
付
け
て

い
ま
す
。

※
す
べ
て
記
載
で
き
た
人
は
、
郵
送

で
の
提
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
税
務
署
の
駐
車
場
は
、
1
2月
か
ら

４
月
下
旬
ま
で
利
用
で
き
ま
せ
ん
。

松
戸
税
務
署
　
3
6
3
・
1
1
7
1

番

平

成

１１
年

松

戸

市

成

人

式

１
月
1
5
日
祝
午
前
1
0
時
か
ら
受
け

付
け
、
1
1
時
式
典
開
始
、
午
後
１
時

3
0
分
終
了
　
会
場
森
の
ホ
ー
ル
2
1

内
容
記
念
式
典
・
市
立
松
戸
高
校
吹

奏
楽
部
に
よ
る
お
め
で
と
う
コ
ン
サ

ー
ト
・
中
学
時
代
の
先
生
や
松
戸
ゆ

か
り
の
有
名
人
に
よ
る
ビ

デ
オ
メ
ッ

セ
ー
ジ
・
抽
選
会

・
憩
い
の
広
場
ほ

か
　
対
象
昭
和
5
3
年
４
月
２
日
～
昭

和
5
4年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
人

※
八
柱
駅
南
ロ
ロ
ー
タ
リ
ー
か
ら
無

料
送
迎

バ
ス
（
始
発
午
前
９
時
4
5

分
）
を
運
行
し
ま
す
。

社
会
教
育
課
　
3
6
6
・
7
4
6
2
番

教

育

委

員

会

会
議

を
開

催

１
月
2
8
日
木
午
後
２
時
3
0
分
か
ら

会
場
京
葉

ガ
ス
Ｆ
松
戸
ビ
ル
五
階
会

議
室

※
議
案
は
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

教
育
委
員
会
総
務
課
　
3
6
6
・
7
4

6
0
番

介護保険制度では 、かかりつけ医が重

要になります。医療機関マップなどを 参 一

考に、日ごろから自宅近くにかがりつけ

医を決めておくことを心掛けてく ださい。
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財政力指数

地方公共団体の財政力

の 強弱を 示 す指標で す。

平成9年度の決算額は 、歳入1,101 億530 万9,147 円、歳出1,071

億8,350万9,488円で、前年度と比較すると、歳入は1.3％、歳出は
1.1％の増加となっています。

地方公共団体の財政力を示す財政力指数は0.981 で、前年度（平

成8年度）の1.013 を0.032 下回りました。また、財政構造の弾力性

を示す経常収支比率は90.2 ％で、前年度に比べて3.5ポイント減少、

公債費比率は16.4％と前年度より0.6ポイント増加しました。

１を超えるほど財源に余

裕があり 、財政が豊かで

平成9年度は、長寿社会・文化・生活空間を主要テーマとする第5次総合5
あるといわれてい ます。

か年計画『ゆとり・豊かさ・ヒューマンシティまつど55』の4年次目でした。

福祉政策、保健・医療の充実、防災対策の強化と将来のまちづくりのため

の基本構想・基本計画策定事業などに重点を置いた諸施策が行われ、皆さん
経常収支比率

財政構造の弾力性を 判断するための指標で す。人件費や

公債費比率

のご協力により、一般会計、特別会計および企業会計の効果的な執行で、計物件費など経常的に かかる 経費に 、市税や地方 譲与税など

画を達成 するこ とができ まし た 。を 中心とする経常的な 収入である 一般財 源が、ど れだけの

割合で充当さ れているかを表わし ます。

農林水産業費

４億３５２万4,616 円(0.4%)

農・林・水産業の振興のため

議会費
分 担金及び負担金

7 億5,692 万9,585 円

地方譲与税財産収入

1６億9,836 万5,389 円(1.5%)
不動産売払収入、物品売払収入、生産
物売払収入など

その他(0.1%)商工費
16 億8,300 万３１５円(1.6%)

商店街の充実、事業の振興のため

そ の 他(3.7%)

自動車取 得税交付金繰越金

1０億3,091 万2,000 円2５億9,197 万４５６円(2.3%)
前年度から受け入れたお金 繰入金

民生費

消防費

５６億フ,029万9,827 円
(5.3%)

消防・防災対策など

９億8,120 万２４４円

地方消費 税交付金
諸収入

…９ 億５１０万８,０００円

利 子 割交 付 金

2７億4,341万7､０１４円(2.5%)

税の延滞金、競輪事業収入、雑入など

･フ億２,１００万 円

寄附金

2 億8,99 フ万9,224 円

使用料及び手数料

29億8,703万6,775円(2.7%)
市の財産を使用した人や，特定のサ

ービスを受けた人から受けた対価
交通安全対策 特別交付金

特別地方消費税交付金

土木費…2,503 万５,０００円

ゴルフ場利用税交付金

…2,029 万6,850 円

県支出金
３３億7,282 万６７１円(3.1  %)

県が交付する負担金・補助金・委託金
教育費
１３３億

２３万４３２円(12.4%)

教育・文化・スポーツ
の振興など

市税地方交付税

７０４億9,187 万5,402 円(64.0%)
市民税・固定資産税・市たばこ税・都市

計画税など

3７億9,860 万円(3.4%)
市が標準的な仕事をしていく上で必要な経費

を算出し、国から交付されたもの

衛生費
１７３億4,449万6,740円(16.2%)
ごみ対策や保健衛生の充実など

公債費
１４２億3,440 万1,335 円(13.3%)
市債の返済に充てるもの

国庫支出 金

９５億3,61  1万3,994 円(8.7%)

国が交付する負担金・補助金・委託金

市 借

5６億９,０１０万円(5.2%)
市が国や銀行などから長期に借りたお金

競輪事業収益金の使
途状況

■民生費

･2億9,024万8,723 円ホームヘルプサービスの充実のために

2億1,389万223円健康 福祉 会館 の開 設に

1億9,938万7,928 円福祉公社の充実のために

･9,521万6,785円老人医療費の助成に

■土木費

区　分 金　額

民生費 5,000 万円

土木費 1億1,700万円

教育費 5,000 万円

合　計 2ｲ意1,700万円

国民健康保険や下水道など特定の事業を行う場合に、

その収入を支出に充てるために一般会計とは別にされ

た会計です。

平成9年度の国民健康保険特別会計ほか5特別会計の

決算額は歳入670億5,424万131円、歳出67億2,281

万9,933 円で、前年度と比較すると、歳入は1.9％、歳

出は2.2％の増加となっています。

1億3,206万7,091円鉄道 駅舎 エ スカレ ータ ー設 置に

1億1,112万7,185 円公園整備に

‘6,072 万9,149 円公共建築物の耐震調査に

･8億2,719万2,000円クリーンセンターの基幹的施設整備に

5億4,203万8,424 円成人と高齢者の健康のために

4億8,300万円東部クリーンセンターの基幹的施設整備に

3億713 万5,412 円各種 予防 接種 に

1億9,868万851円乳幼児の健康診査に

会　計　名 予　算　現　額 収　人　済　額 支　出　済　額

国 民 健 康 保 険 特 別 会 計 219億3,028万8,000円 217億4,116万8,210円 216億4,779万3,476円
松 戸 競 輪 特 別 会 計 89億6,457万円 94億1,089万9,030円 87億455万8,435円
下 水 道 事 業 特 別 会 計 170億3,818万3,720円162億7,052万5,804円 161億794万8,677円
公設地方卸売市場事業特別会計 5億9,619万円 6億1,439万8,688円 5億7,653万852円

老 人 保 健 事 業 特 別 会 計 189億4,839万円 186億8,552万6,395円 183億6,796万3,694円

駐 車 場 事 業 特 別 会 計 3億2,799万9,000円 3億3,172万6,004円 3億1,802万4,799円

合　　計 678億562万720円 670億5,424万4,131円 657億2,281万9,933円

■教育費

･4億5,111 万4,650 円小中学校校舎の大規模改造と耐震改修に

･2億8,960万3,836 円教育 用コン ピ ュー タ の導入 に

･8,383万2,970 円白樺高原荘の水洗化に

6,653万700 円戸定邸（使者の間・従者の間）の復原に

平成9年度の企業会計の決算額は、収益的収入と資本的収入の合計が198億3,886万6,461円、
収益的支出と資本的支出の合計が206億3,449万7,273円で、前年度と比較すると収入は0.5％の

減少、支出は0.4％の増加となっています。

各企業とも健全な公営企業の経営に努めています。

■総務費

6億7,968万1,068円自転車の放置防止対策に

1,260万円市民会館エレベーター設置と耐震改修設計に

･259 万8,063 円イン タ ーネッ ト 関係

■消防費

1,690 万5,000 円地域防災計画の改定に

･573 万8,596 円女性 消防 団 の新 規結成 に

■商工費
･9億 円中小企業資金融資預託金に

区　分 予　算　現　額 決　算　額
水
道
事
業

収益的収入 18億9,411万9,000円 18億5,868万5,818円

収益的支出 18億8,741万5,000円 18億5,001万4,668円

資本的収入 10億497万1,000円 9億4,733万1,626円

資本的支出 11億2,858万4,853円 10億7,986万9,649円
病
院
事
業

収益的収入 172億7,514万円 166億9,048万1,987円

収益的支出 172億7,514万円 170億2,857万1,690円

資本的収入 3億4,063万7,000円 3億4,236万7,030円

資本的支出 6億9,470万2,000円 6億7,604万1,266円
※収入額が支出額に不足 する額は 、内部

留保資金で補てんし ます。

1億3,079万7,767 円中小企業融資資金利子補給金に

平成10 年３月31 日現在
(住民基本台帳)

人口　456,262 人

世帯　178,549世帯

面積　61.33knf

4月にオープンし た健康福祉会館ふれあい22

区　　分 １世帯当たり １人当たり

市　民　税 22万8,943円 8万9,592円

固定資産税 11万9,670円 4万6,831円

都市計画税 2万2,899円 8,961円

そ　の　他 2万3,292円 9,115円

合　計 39万4,804円 15万4,499円

松戸市の家計簿を紹介します

ー財政事情の公表一
一般会計

平成9 年 度決算概要

労 働費

…7,０7４万４２７円

諸 支出金

…4,720 万９,８００Ｆ

総務費
１２０億8,875 万4,512 円

(1 1.3%)
市役所の事務管理や

広報まつどの発行など

特別会計 平成9 年度に行った主な事業
松戸競輪事業で

得られた収益金

は、一般会計に

繰り入れて使用

しています。

企業会計

市民負担の状況

平成9年度決算の概要と平成10年度上半期(4月

～9月)の予算の執行状況をお知らせします。

市では、皆さんからお預かりした税金や、国・

県からの支出金、市債など(歳入)が、どのように
使われたか(歳出)を知っていただくため、皆さん

の家庭の家計簿にあたる市の財政状況を定期的に

公表しています。財政状況をご理解いただき、市
政へのご協力をお願いします。
財政課　366-7315 番

市税な どの一般財源が、公 債費〔市

債（国や銀行などから借りている 資金）

の返済に充てている 費用 〕に、ど れだ

けの割合で充当さ れている かを示 す指

標です。

収益的収支は 、経常的な収入と支出。

資本的収支は建物や備品などの整備

にかかる 収入と支出です。

市内の水道は、県営のものと市営のもの
があります。これは、市営のものです。

市立病院と福祉医療センター東松戸病院
を合わせた収支です。

ごみの収集や福祉など、市民の

皆さんからの要望は広範多岐にわ
たっています。それにこたえるた

めには 、多くの経費（行政経費）

が必要で、皆さんに負担していた

だく税金（市税負担額）をはじめ、

国からの補助金や市債で賄われて

います。

■衛生費

217 億

9,391 万2,881 円
(20.3%)
社会福祉や児童福

祉の充実など

1９７億

９,０００万9,018 円

(1  8.4%)

道路・河川･公園の

整 備など

1６億4,159 万6,923 円(1.5%)
国税として徴収した租税が地方公共

団体に譲与されたもの

１４億9,192 万２０５円(1.4%)

法律や条例に 基づき 、利益を受ける 者から

費 用の一部を負担しても らうも の
(0.7%)
市議会の運営のため
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〈歳 出 〉〈 歳 入 〉一般会計
科　　目 予　算　現　額 構成比％ 4月～9月末支出済額 執行率％

議　　会　　費 7億9,482万4千円 0.7 3億6,400万8千円 45.8

総　　務　　費 127億1,956万6千円 11.4 51億9,802万1千円 40.9

民　　生　　費
(1,787万4千円)
229億9,140万円 20.6

(1787万4千円）
97億8,975万4千円

(100.0)
42.6

衛　　生　　費 156億468万6千円 14.0 70億2,596万2千円 45.0

労　　働　　費 7,039万1千円 0.1 4,370万9千円 62.1

農 林 水 産 業 費 4億1,217万4千円 0.4 2億4,934万6千円 60.5

商　　工　　費 17億5,709万2千円 1.6 9億9,026万2千円 56.4

土　　木　　費
(2億6,242万2千円)
210億936万7千円 18.8

(1億7,328万7千円)
87億1,049万1千円

(66.0)
41.5

消　　防　　費 56億4,200万6千円 5.0 25億3,547万円 44.9

教　　育　　費
(10万1千円)

144億1,043万4千円 12.9
(10万円)

57億890万9千円
(99.0)
39.6

災 害 復 旧 費 1千円 0.0 O円 0.0

公　　債　　費 158億7,004万7千円 14.2 78億8,392万9千円 49.7

諸　支　出　金 2千円 0.0 O円 0.0

予　　備　　費 2億9,374万2千円 0.3 - -

合　　　　計
(2億8,039万7千円)

1,115億7,573万2千円100.0
(1億9,126万1千円)
484億9,986万1千円

(68.2)
43.5

科　　　目 予　算　現　額 構成比％ 4月～9月末収入済額 収入率％

市　　　　　　　税 682億7,000万円 61.2 344億4,795万6千円 50.5

地　方　譲　与　税 9億4,000万円 0.8 2億8,440万円 30.3

利　子　割　交　付　金 7億円 0.6 2億6,240万9千円 37.5

地 方 消 費 税 交 付 金 38億円 3.4 24億998万1千円 63.∠1

ゴルフ場 利用税交 付金 1,700万円 0.0 787万円 46.3

特別地方 消費税交 付金 2,700万円 0.0 O円 0.0

自 動 車 取 得 税 交 付 金 10億6,000万円 1.0 3億1,122万ﾜ千円 29.4

地　方　交　付　税 57億5,799万2千円 5.2 36億5,399万6千円 63.5

交通安全対策特別交付金 8,500万円 0.1 4,544万円 53.5

分 担 金 及 び 負 担 金 16億778万7千円 1.4 6億6,485万1千円 41.4

使 用 料 及 び 手 数 料 31億831万2千円 2.8 16億3,308万5千円 52.5

国　庫　支　出　金
(6,746万6千円)

86億4,270万8千円7.8
(O円)

23億7,263万8千円
(0.0)
27.5

県　　 支　　 出　　 金 33億5,817万5千円 3.0 4億9,248万3千円 14.7

財　　 産　　 収　　 人 1億2,595万4千円 0.1 6,311万円 50.1

寄　　　　附　　　　金 3,600万1千円 0.0 5,388万4千円 149.7

繰　　　　人　　　　金 18億6,841万9千円 1.7 O円 0.0

繰　　　　越　　　　金 (1億6,963万1千円)
5億8,091万円 0.5

(1億6,963万1千円)
27億5,216万9千円

(100.0)
473.8

諸　　　　収　　　　人 27億6,167万4千円 2.5 2億2,886万8千円 8.3

市　　　　　　　債 (4,330万円)
88億2,880万円 7.9

(920万円)
Ｏ円

(21.2)
0.0

合　計 (2億8,039万7千円)
1,115億7,573万2千円100.0

(1億7,883万1千円)
496億8,436万7千円

(63.8)
44.5

予算執行状況平成10年度上半期

(4 月1日～9 月30日)
特別会計

平成10 年度の一般会計の当初予算は1,098 億8,000 万円でしたが，９月に補正

を行い予算現額は1,115 億7,573 万2 千円となりました。執行状況は，歳入

44.5％、歳出43.5%です。国民健康保険特別会計ほか5特別会計の当初予算の合

計額は680 億4,339 万7千円でしたが、9 月に下水道事業特別会計と老人保健事業

特別会計の補正を行い予算現額は686 億3,888 万円となり、予算の執行状況は歳

入36.2％、歳出35.5%です。企業会計の当初予算は、収益的収入と資本的収入

の合計で207 億9,889 万4千円，収益的支出と資本的支出の合計で214 億6,464 万

4千円で、予算の執行状況は歳入46.0%、歳出47.5％です。

今年度は新たな総合計画に基づく第1 次実施計画のスタートとなる年で、計画

に盛り込まれた諸施策の達成のため、歳入の確保と歳出の効率的な執行に努めて

い ま す 。

土木債
393 億3,359万2千円

会　計　名 予　算　現　額
4月～9 月末

収　人　済　額

収入率

％

4月～9 月末

支　出　済　額

執行率

％

国民健康保険特別会計 221 億7,596 万9 千円 72 億8,738 万7 千円 32.9 85 億490 万8 千円 38.4

松 戸 競 輪 特 別 会 計 85 億7,691 万9 千円 34 億3,138 万5 千円 40.0 27 億2,134 万7 千円 31.7

下水 道事業 特別会計
(5億3,689 万8 千円)

161 億8,660 万6 千円

(7,764 万1 千円)

51 億7,069 万2 千円

(14.5)

31.9

(3 億9,473 万5 千円)

46 偸3,058 万7 千円

(73.5)

28.6

公設地方卸売市場事業

特　　別　　会　　計
5億3,647 万6 千円 1億6,329 万9 千円 30.4 2ｲ意1,985万円 41.0

老人保健事業特別会計 208 億4,411 万1 千円 86ｲ意9,718万6 千円 ∠囗.ワ 81 億3,750 万5 千円 39.0

駐車 場事業 特別会 計 3億1,879 万9 千円 7,916 万3 千円 24.8 1億2,829 万2 千円 40.2

。　　 計
(5 億3,689 万8 千円)

686 億3,888 万円

(7,764 万1 千円)

248 億2,911 万2 千円

(14.5)

362

(3 億9,473 万5 千円)

243 億4,248 万9 千円

(ﾜ3.5)

35.5

(21 世紀の森と広場な
ど の建設 、道路橋りょ

うの建設 、排水路整備
等)

水道事業 債
28 億3,547 万7千円

(石綿セメント管の更新等)

地方債の現在高
学校や道路・河川・公園などの建設には

教育債

315 偸3.572 万3千円

病院事業債
115 億2,839 万3千円

(医療機器の整備等)

多額の経費が必要です。これらは通常、市民

の皆さんに負担していただいている市税、国

ごみ処理施設･和名ケ谷クリーンセンター

駐車場債
8億4,190万2千円
(駐車場の整備)

や県からの補助金など、その年度内の収入で

賄 われて い ます が 、事 業 の効果 が 後世 にも 及 (学校 一博物館・和名ケ

谷スポーツセンター建
設等)ぶため、将来の市民にもその負担をしていた

一時借入金の現在高

下水道債
684 億968万4千円
(下水道の整備)

だく方が税負担の公平を図ることができるの

で、市は市債を発行し、国や銀行などから資

金を 借り て建 設事 業を 進 めてい ま す。

※（　）内は 、平成9 年度の繰越分です。企業会計
その他
95億3,141万2千円

平成10 年９月30 日現在の地方債現在高は、

右のグラフのとおりです。

区　　分 予　算　現　額 4月～9 月末収入支出済額
収入・

執行率％

水

道

事

業

収益的収入 18億4,449万5,000円 7億9,185万2,000円42.9

収益的支出 18億1,894万2,000円 6億5,763万6,000円36.2

資本的収入 11億4,431万5,000円 9,644万9,000円 8.4

資本的支出
(933万9,000円)

14億816万8,000円
(183万9,000円)

4億9,861万4,000円
(19.7)
35.4

病

院

事

業

収益的収入 173億3,040万4,000円 86億5,937万7,000円 50.0

収益的支出 173億3,040万4,000円 85億161万2,000円 49.1

資本的収入 4億7,968万円 2,018万4,000円 4.2

資本的支出 9億713万円 5億2,950万7,000円 58.4

衛生債265 億8,158 万3 千円
(和名ヶ 谷ク リーン セン タ ー建設 、
粗大ご み処理施設整備､北千葉広域

水道企業団出資債等)

総務債

121 億5,002 万2千円
(森のホール21 や自転車駐車場の建設等)

市民税減税補てん債

180 億410 万5千円

市有財産の現在高
※平成10 年9 月30 日現在

一般会計から特別・企業会計への繰出金の状況

一 般会 計( 款) 会　計　名 平成10 年度予算額 平成9年度決算額

民　生　費 国民健 康保険 特 別会計 10億2,142万2千円 15億9,088万7千円

衛　生　費

老人保 健事業 特 別会計 10 億9,587 万6 千円 12億2,681万7千円

水 道 事 業 会 計 9,193 万5 千円 8,581 万5 千円

病 院 事 業 会 計 26億2,458万5千円 32 億6,415 万5 千円

商 工 費
公設地 方卸 売市 場事業

特　　 別　　 会　　 計
2億631万8千円 1億7,153 万1 千円

土　木　費
駐 車 場 事 業 特 別 会 計 1億6,000 万円 1億5,900 万円

下 水 道 事 業 特 別 会 計 50 億4,749 万7 千円 55 億円

合　計 - 102億4,763万3千円 119 億9,820 万5 千円

財政改革計画の策定について

市税収入等の伸び悩みや経常的に支出す

る経費の増加など、松戸市財政 、ますます

厳しい状況になっています。そこで、健全財

政の維持・推進を図るため、市内部に財政改

革推進本部等を設置し、財政改革計画の策定

に取り組 んでい ます。

※（　）内は 、平成9 年度の繰越分です。

※（　）内は 、平成9 年度の繰越分です。

１　募　金

財政 調整 基 金　 … …… … …… ……39ｲ 意3,605 万 円

国民 年 金印 紙購 入基 金 …… …… …… ……850 万円

土地開発基金　………………………………48億円

学童 災害 共 済基 金　 …… …… …… …2,239 万9 千円

松本 清奨 学 基金　 … …… … …… …… ……5,000 万 円

高額 療 養費 貸付 基金　 …… …… …… … …1,500 万 円

国民健康保険事業財政調整基金　………7億5,000万円

福祉基金　………………………2億1,928万6千円

美術品等取得基金　…………………4億1,000万円

白井 聖 地公 園基 金　 …… …… …… …4,469 万8 千円

文化施設建設基金　……………1億2,288万4千円

市 債管 理基 金　　 … …… …… …… …… …2,500 万 円

平和 基 金　 … …… … …… …… …… …… …… …14意円

２　有価証券及び出資による権利　24億2,616万4千円

３　土地及び建物

土地　　2,983,609.80㎡

(うち土地開発基金16,962.16㎡)

建物　　886,123.33

４　車　両　 総台数446 台

なし
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①
１
月
1
9
日
火
・
2
0
日
火
②
１
月

2
6
日
火
・
2
7
日
水
、
各
午
後
７
時
～

８
時
3
0
分
会
場
富
士
通
オ
ー
プ
ン

カ
レ

ッ
ジ
（
松
戸

ビ
ル

ヂ
ン

グ
三

階
）

内

容
パ
ソ

コ
ン
と

デ
ジ
タ
ル

カ
メ

ラ

松戸地域職業訓練センター(テクノ21)講座案内

※タイトルが色刷りのものは、市の主催です。

市役 所 の代 表電 話は … …366-1111 番

代表FAX は……363  3200 番

(松戸市の市外局番は047 番です)
市のメールアドレスは…mcity@intership.ne.jp

市のホームページは……http://ｗｗｗjntership.ｎｅ.jp/matsudo/

で
オ
リ
ジ
ナ
ル
カ
ー
ド
を
作
る
　
対

象
十
六
歳
～
三
十
歳
の
人
定
員
各

先
着
十
人
　
費
用
千
五
十
円

電
話
で
青
少
年
会
館
　
3
4
4
・
8
5

5
6
番
へ

講　座　名 日　時 定員・費用

ワー

プ
ロ
ー
パ
ソ
コ
ン
講
座

パソコン・ワープ

ロ入門講座
①1/ 7木・　8金　午後

②1/20水・ 21木　午前 各10人

6,000円W  i n  d o w s 95

入門講座

①1/13水・14木　午後

②1/28木・29金　午前

ワープロソフト

一太郎入門講座

1/13水・14(木)・
18月・19火　・午
前 各10人

12,000円

(10,000円)

ワープロソフト

Wo  r d 入門講座

1/

1
7火・8金・11月・12火　午前

表計算ソフトロータ

ス1-2-3入門講座
1/23( 土)・30(土)　 土 曜

表計算ソフト

エクセル入門講座

1/26火・27水・28木

午後

10人10,000

円(8,000円)

※午前＝午前9時30分～午後O時30分､午後＝午後1時30 分

～4 時30分　土曜＝午前9時30分～午後4時30 分

マツキント ソシュパソコ

ン講座・初心者入門講座

1/11月・12火・18月

・19火　午後1時30分～4時

5人

15,000円

高齢者向けパソコン 講座

ゆっくリ楽しくパソコン

講座（対象65 歳以上）

1/26火・27水

午前9時30 分～正午

5人

7,000円

松戸地域職業訓練センター（松戸市小金原1の19 の3　349

－3200 番）窓口で受講料を添え 、先着順で受け付け

※費用のうち （　）内は当会員事業所または当団体会員メン

バーの場合です。

①
１
月
1
1
日
月
・
2
5
日
月
＝
小
金

保
健
セ
ン
タ
ー
②
１
月
1
4
日
木
・
1
8

日
月
＝
常
盤
平
保
健
セ
ン
タ
ー
③
１

月
2
1
日
木
＝
新
松
戸
市
民
セ
ン
タ
ー

④
１
月
３
日
金
、
２
月
１
日
月
’
５

日
金
＝
中
央
保
健
セ
ン
タ
ー
　
時
間

午
後
２
時
～
２
時
3
0
分
の
間
に
受
け

付
け
対
象
市
内
在
住
の
三
十
歳
以

上
の
女
性
　
費
用
百
円
（
生
活
保
護

世
帯
・
市
民
税
非
課
税
世
帯
は
無
料
）

直
接
会
場
で

健
康
課
検
診
係
　
3
6
6
・
7
4
8
7

番近
代
女
性
史
講
座

１

月
1
4日

・
2
1日

・
2
8日

の
各
木

曜
日
〔
全

三
回

〕
、
午

後
２

時
～
５

時

会

場
女

性

セ
ン

タ
ー

ゆ
う

ま

つ
ど

内

容
明

治

か
ら
昭
和

の
時
代

、
女
性

た
ち

は
何

を
期
待

さ

れ
、

ど
の
よ

う

な

生
き
方

を
要

求
さ

れ
て

き
た

か
を

探

る
　

謹
師

立
教

大
学

講
師

・
長
谷

幸
江
氏
霍
貝
先
着
三
十
人
費
用

無

料電
話
で

女
性

セ
ン

タ

ー
　
3
6
4・
8

7
7
8

番

へ

愛
の
献
血

①
１
月
５
日
火
午
前
1
0
時
～
1
1
時

4
5分
と
午
後
１
時
～
４
時
②
１
月
６

日
水
午
前
1
0
時
～
1
1
時
と
午
後
Ｏ
時

1
5
分
～
３
時
3
0
分
③
１
月
７
日
木
午

前
1
0
時
～
1
1
時
4
5
分
と
午
後
１
時
～

４
時
会
場
①
松
戸
市
役
所
②
新
松

戸
駅
前
③
伊
勢
丹
松
戸
展
前

健
康
課
検
診
係
　
3
6
6
・
7
4
8
7

番健

康

づ

く
り

教

室

「
骨
粗

し

ょ

う

症

予

防
法

」

１
月
2
3日
～
２
月
2
7日
の
毎
週
土

ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
三
級
養
成
講

座

２
月

９
日

～
３
月
3
0
日

の
火

・
金

曜

日
〔
全

十

一
回
〕
、
午
前
1
0
時

～
午

後
４
時
3
0
分
（
実
技
・
実
習
日
は
別

の
曜
日

も
あ

り
）
　

会
場

ニ
チ
イ
学

館
松
戸
校
（
松
戸
ビ
ル
ヂ
ン
グ
八
階
）

対
象
市
内
在
住
で
、
五
十
五
歳
以
上

の
全
課

程
受

講
可
能

な
人
　

定
員
二

十
人
（
抽
選
）
　
費
用
二
千
六
百
円

圉
１
月
1
4
日
木
〔
必
着
〕
ま
で
に
、

往
復
ハ
ガ
キ
に
住
所
・
氏
名
・
生
年

月

日

・
電
話
番

号

を
記
入

し
て

、

〒

2
6
0
1
0
0
1
3
千
葉
市
中
央
区
中
火

四

の
八

の
一
節
千

葉
県

シ
ル

バ
ー
人

材
セ
ン
タ
ー
連
合
会
（
　
0
3
・
2
2
7
・

・
５
１
１
２
番
）
　
　
へ

労
働
セ
ミ
ナ
ー

２
月
５
日
金
午
後
２
時
～
４
時

会
場
市
民
劇
場
　
テ
ー
マ
「
女
性
が

爽
や
か
に
働
く
た
め
に
～
セ
ク
ハ
ラ

問
題
と
そ
の
周
辺
を
考
え
る
」
　
講

師
弁
護
士
・
江
上
千
恵
子
氏
定
員

先
着
五
十
人
　
費
用
無
料

電
話
で
商
工
観
光
課
労
政
係
　
3
6
6

・
７
３
２
７
番
へ

詩

吟

初

心

者

講

習

会

１
月
1
6
日

～
３
月

６
日

の
第

一

・

三

土
曜
日
〔
全
四

回
〕
、
午

前
1
0
時
１

正

午

会
場
新

松
戸
市

民

セ
ン

タ
ー

定
員
先
着
二
十
人
費
用
二
千
円

電
話

で
新

松
戸

詩
吟
サ

ー
ク
ル

・

坂
井
　
3
4
5
・
3
7
2
9
番
へ

予
防
接
種
の
お
知
ら
せ

平
成
1
0
年
1
0
月
１
日
～
1
1
月
3
0
日

生
ま
れ
の
人
に
予
防
接
種
の
通
知
書

を
１
月
上
旬
に
送
付
し
ま
す
。

表
１
・
表
２
に
該
当
す
る
人
は
申

し
込
み
が
必
要
で
す
。
中
央
保
健
セ

ン
タ
ー
・
各
支
所
の
市
民
健
康
相
談

室
で
申
し
込
む
か
、
下
記
の
ハ
ガ
キ

記
入
要
領
で
、
〒
2
7
1
1
0
0
7
2松

戸
市
竹
ヶ
花
七
四
の
三
松
戸
市
中
央

保
健
セ
ン
タ
ー
内
保
健
衛
生
課
予
防

衛
生
係
へ
送
っ
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
ツ
ベ
ル
ク
リ
ン
反
応
・
Ｂ

Ｃ
Ｇ
予
防
接
種
を
左
記
日
程
で
実
施

し
ま
す
（
生
後
三
ヵ
月
に
な
ら
な
い

と
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
）
。

※
児
童
・
生
徒
が
受
け
る
日
本
脳
炎

第
二
期
・
第
三
期
、
Ｄ
Ｔ
第
二
期

は
乳
幼
児
期
に
受
け
た
予
防
接
種

の
追
加
接
種
と
し
て
行

い
ま
す
。

保
健
衛
生
課
予
防
衛
生
係
　
3
6
6
・

7
4
8
4
番

表1　乳幼児

聖

徳

大

学

オ

ー

プ

ン

ア

カ

デ

ミ

ー
（
ｓ

ｏ

Ａ

）
第

三

期

公

開

講

座

１
月
６
日
水
～
３
月
2
7
日
土
内

容

「
愛

と
哀

し
み

を
音

に
し
よ

う
～

シ
ュ

ー

ベ
ル
ト

の
ピ

ア
ノ
曲
」

ほ
か

五
十

五
講

座

（
各

講
座

と
も

一
回
九

十
分
で
五
回
～
十
回
）
　
定
員
二
十

五
人
～
四
十
人
　
費
用
各
二
万
五
千

円
（
入

会
金
五

千
円

・
教

材

費
実

費

※
詳
細

は
お
問

い
合
わ
せ
く

だ
さ

い
。

聖
徳
大
学
ｓ
ｏ
Ａ
セ
ン
タ
ー
　
3
6
5

・
1
1
1
1
内
線
３
２
３
１
番

①平成10 年10 月１日～11 月３０日生

まれで12 月１５日以降に住民登録をし

た人

②予診票を持っていない下記の人

○ツベルクリン反応･BCG=3 ヵ 月

以上4歳未満で接種をし ていない人

○ポリオ＝3ヵ月以上7歳6ヵ月未満で

2回飲んでいない人

ＯＤＰＴ＝３ヵ月以上7歳6ヵ月未満で

４回接種していない人

○麻しん＝1歳以上7歳6ヵ月未満で接

種をしていない人

○風しん＝1歳以上7歳6ヵ月未満で接

種をしていない人

○日本脳炎＝3歳以上7歳6ヵ月未満で

3回接種していない人

酒

の

悩

み

ご

と
相

談

・

酒

害
家

族
教

室

１
月
1
4
日
木
・
2
8
日
木
、
午
後
1
時
3
0
分
～

2
時
3
0
分
　
会
場
松
戸
保

健
所

対
象
ア
ル
コ
ー
ル
の
飲
み
方

に
心
配
の
あ
る
人
・
そ
の
家
族
　
相

談
者
専
門
医
師
・
精
神
保
健
福
祉
相

談
員
費
用
無
料
（
予
約
制
）

電

話
で
松
戸
保
健
所
精
神
保
健
福

祉
班
　
3
6
1
・
2
1
2
1

番
へ

表2　児童・生徒

予診票を持つていない下記の人

○日本脳炎第2期＝小学4年以上13 歳

未満の人で追加接種をし ていない人

○日本脳炎第3期＝中学2年以上16 歳

未満の人で追加接種をし ていない人

○風しん＝中学2年以上16 歳未満で接

種をしていない人

会　場 ﾂﾍﾞﾙｸﾘﾝ BCG
※
予受
診付
票時
が・
あ午
れ後
予１
約時
は～
不２
要時
。15
予分
診
票
の
な
い
人
は
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い。

中央保健センター
1/19火 1/21 木

2/23火2/25木
五香市民センター 1/5火 1/ 7
東部市民センター 1/26火1/28木
馬橋東市民センター 2/2火 2/4木
健康増進センター 2/

8月

2/1O水
常盤平保健センター 1/11

月

1/13水
常盤平市民センター 2/16

火

2/18木

明市民センター 1/25 月 1/27水
古ヶ崎市民センター 1/20水 1/22金
稔台市民センター 1/2

7水

1/29金
小金原市民センター 2/1( 月)2/ 3

水新松戸市民センター
1/12火1/14

木2/22月 2/24

水小金保健センター
1/18月1/2O水

2/15 月)2/17水
馬橋市民センター 1/6月 1/8金
六実市民センター別館 2/3火 2/5金
二十世紀が丘市民センター 2/10水2/12金

冬
の
乾
燥
肌

252

皮
膚
に
は
多
量
の
水
分
を
蓄
え

る
能
力
が
あ
っ
て
、
そ
の
水
分
量

は
七
〇
％
で
水
代
謝
の
重
要
な
役

割
を
持
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

角
質
層
の
水
分
量
は
一
〇
％
と
少

な
く
、
絶
え
ず
汗
や
内
部
か
ら
の

自
然
の
放
散
に
よ
っ
て
補
わ
れ
て

い
ま
す
。

角
質
層
に
は
各
種
の
遊
離
ア
ミ

ノ
酸
が
あ
っ
て
、
こ
れ
が
ス
ポ
ン

ジ
の
よ
う
に
水
分
を
蓄
え
た
り
吸

収
す
る
働
き
を
し
、
一
定
濃
度
の

水
分
を
保
持
し
て
い
ま
す
。
高
齢

者
の
皮
膚
の
表
面
が
乾
燥
し
て

い

る
の
は
、
こ
れ
ら
の
水
分
保
持
能

力

が
低
く
、
角
質
層
が
常
に
水
分

を
放
出
し
て

い
る
状
態
と
な
っ
て

い
る
か
ら
で
す
。

ま
た
、
皮
膚
表
面
に
は
薄
い
脂

質
の
層
が
あ
っ
て
、
こ
れ
が
ク
リ

ー
ム
の
役
目
を
し
て
皮
膚
か
ら
の

水
分
放
出
を
防
い
だ
り
、
外
か
ら

の
有
害
物
質
や
細
菌
か
ら
皮
膚
を

守
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
脂
質
の
量

は
皮
脂
の
分
泌
に
よ
っ
て
決
ま
る

も
の
で
、
思
春
期
の
こ
ろ
は
増
加

し
ま
す
が
五
十
歳
こ
ろ
か
ら
減
少

し
て

い
き
ま
す
。

さ
ら
に
、
冬
は
気
温
が
下
が
り

皮
脂
の
分
泌
が
低
下
し
ま
す
の
で
、

高
齢
者
の
皮
膚
は
さ
ら
に
乾
燥
し

や
す
く
な
り
ま
す
。
　

’

皮
膚
症
状
は

乾
燥
に
よ
る
皮
膚
病
に
は
老
人

性
乾
皮
症
、
皮
脂
減
少
性
皮
膚
炎

と
呼

ば
れ
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。

冬
の
暖
房
に
は
気
を
付
け
ま
し

ょ
う
。
乾
燥
し
な
い
よ
う
加
湿
器

や
ぬ
れ
タ
オ
ル
で
部
屋
の
湿
度
を

調
節
し
、
電
気
毛
布
や
シ
ー
ツ
は

寝
る
前
に
ス
イ
ッ
チ
を
切
っ
て
く

だ
さ
い
。
寝
て

い
る
う
ち
に
ど
ん

ど
ん
皮

膚
の
水
分
が
蒸
発
し
ま
す
。

入
浴
は
四
〇
～
四
二
度
く
ら
い
の

お
湯
に
一
日
一
回
程
度
す
る
の
が

良
く
、
脱
脂
力
の
弱

い
せ
っ
け
ん

と
柔
ら
か
い
タ
オ
ル
を
使
っ
て
く

だ
さ
い
。

乾
燥
を
感
じ
る
よ
う
に
な
っ
た

ら
、
保
湿
剤
を
使
っ
て
皮
膚
の
水

分

を
逃
が
さ
な
い
よ
う
に
し
ま
す
。

皮
膚
が
乾
燥
し
て
く
る
と
外
か
ら

擦
れ
る
も
の
に
と
て
も
過
敏
に
な

り
、
毛

の
混
じ
っ
た
ズ
ボ
ン
生
地
、

毛
や
ナ
イ
ロ
ン
の
ズ
ボ
ン
下
は
湿

疹
の
原
因
に
な
り
ま
す
。
健
康
な

皮
膚
を
保
つ
た
め
に
は
刺
激
の
少

な
い
綿
の
下
着
を
付
け
て
く
だ
さ

い
。

（
松

戸

市

医

師
会

）

情報

チャンネル講
座
・
講
演

曜
日

対
象
県
内
在
住
の
人

定
－
貝

四
十
人
（
抽
選
）
　
費
用
六
百
円
程
度

※
詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

さ
わ
や
か
ち
ば
県
民
プ
ラ
ザ
研
修

課
　
０
４
７
１
・
4
0
・
８
６
０
０
番

保
健
・
衛
生

療

育

相

談

１
月
1
4
日
火
　
受
付
時
間
午
後
１

時
～
１
時
3
0分

会
場
松
戸
保
健
所

対
象
乳
児
の
股
関
節
脱
臼
検
診
未
受

診
者
・
整
形
外
科
領
域
の
診
察
相
談

等
を
希
望
す
る
十
八
歳
未
満
の
人

持
ち
物
母
子
健
康
手
帳
費
用
無
料

（
予
約
制
）

電
話
で
松
戸
保
健
所
地
域
指
導
班

3
6
1
・
2
1
2
1
番
へ

は
じ
め
は
下
腿
や
腰
の
ま
わ
り
な

ど
に
細
か

い
カ
サ
カ
サ
や
皮
膚
の

乾
燥
が
目
立
ち
、
進
行
す
る
と
浅

い
亀
裂
が
生
じ
か
ゆ
み
が
強
く
な

っ
て
き
ま
す
。
か
い
て

い
る
う
ち

に
皮
膚
の
タ
ダ
レ
や
カ
サ
ブ
タ
が

混
ざ
り
合
い
、
貨
幣
状
湿
疹
と
い

わ
れ
る
皮
膚
病
に
変
化
し
て

い
き

ま
す
。

乾
燥
す
る
わ
け

予
防
す
る
に
は

ハガキ記入要領

ツベルクリン反応・ＢＣＧ予防接種日程表
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初
詣

歩

け

歩
け

会

１
月
１
日
祝
午
前
８
時
4
0
分
東
漸

寺
本
堂
前
集
合
、
９
時
出
発

（
小
雨

決
行
）
　
コ
ー
ス
東
漸
寺
～
本
土
寺

～
広
徳
寺
～
赤
城
神
社
～
蘇
羽
鷹
神

社
～
幸
谷
観
音
～
日
枝
神
社
～
八
坂

神
仕
　
費
用
無
料

体
育
指
導
委
員
・
細
野
　
3
4
2
・
2

7
5
9
番

女
子
・
一
般
女
子
）
　
費
用
無
料

当
日
午
前
９
時
～
９
時
3
0
分
の
間

に
直
接
会
場
で

休
育
指
導
委
員
・
藤
咲
　
3
4
1
・
9

2
4
8
番

松
戸
市
小
中
学
校
教
員
展
覧
会

(
書
道
・
美
術
)

①
書
道
展
１
月
1
1
日
月
～
2
4
日
日

②
美
術
展
１
月
2
5
日
月
～
２
月
７
日

日
（
２
月
２
日
火
・
３
日
水
を
除
く
）

時
間
午
前
1
0時
～
午
後
６
時
（
１
月

2
4
日
は
午
後
２
時
ま
で
、
２
月
７
日

は
午
後
４
時
ま
で
）
　
会
場
ア
ー
ト

ス
ポ
ッ
ト
ま
つ
ど
（
伊
勢
丹
松
戸
店

九
階
）
　
費
用
無
料

社
会
教
育
課
市
民
文
化
係
　
3
6
5
・

7
4
6
2
番

鎌

ケ

谷

・
松

戸

特

殊

教
育

作

業

学

習

作

品

展

（
展
示

販

売
）

１
月
2
0
日
水
～
2
2
日
金
、
午
前
1
0

時
～
午
後
３
時
3
0
分
会
場
鎌
ヶ
谷

市
役
所
ロ
ビ
ー

第
四
中
学
校
・
藤
田
　
3
8
7
・
5
3

1
1
番

おはなしキャラバン

期日 会　場 時　間 プログラム

1/ 7木 二十世紀が丘市民センター 午後3時～4時 アニメーション･ 人形劇

8

金

小金北市民センター 午後3時～4時 アニメーション・人形劇

13水 図書館本館 午後3 時30 分～4 時 絵本ほか

14木 明市民センター 午後3時～4時 アニメーション・人形劇

20水 小金分館 午後3時～3時30分 絵本ほか

27水 図書館本館 午後3 時30 分～4 時 絵本ほか

28

木

和名ケ谷スポーツセンター 午後3時～4時 アニメーション・人形劇

2/4木 馬橋市民センター 午後3時～4時 アニメーション・人形劇

対
象
三
～
九
歳
　
内

容
ア
ニ
メ

ー
シ

ョ
ン
「
し
ま
う
ま
」
・
人
形

劇
「
フ
レ
デ

リ
ッ
ク
と
金
の
り
ん
ご
」
　

費
用
無
料

※
図
書
館
の
カ
ー
ド
を
お
持
ち
に
な
れ

ば
、
本
が
借
り
ら
れ
ま
す
。

※
電
話
で
お
は
な
し
が
聞
け

る
「
で
ん

わ
お
は
な
し
キ
ャ
ラ
バ
ン
」
　
3
7
7・

0
0
0
0

番
も
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

市
立
図
書
館
　
3
6
5・
5
1
1
5

番

寺

島

文

化

会

館
催

し

物

①
創
作
人
形
展

④
鈴
木
千
恵
子

水

彩
画
展
～
色
と
色
の
出
会
い
　
期
間

①
１
月
1
4
日
木
ま
で
（
休
館
日
1
2
月

2
9
日
火
～
１
月
８
日
金
）
②
１
月
８

日
金
～
1
9
日
火
（
休
館
日
１
月
1
5
日

祝
）
　
時
間
午
前
９
時
～
午
後
９
時

会
場
寺
嶋
文
化
会
館
（
柏
駅
下
車
徒

歩
五
分
）
　
費
用
無
料

願
寺
島
文
化
会
館
　
０
４
７
１
・

6
7
・
６
１
５
３
番

家

庭

婦

人

卓

球

大

会

（
ラ

ン

ク

別

抽

選

団

体

戦

）

１
月
2
8
日
木
午
前
９
時
か
ら
会

場
運
動
公
園
体
育
館
　
対
象
市
内
在

住
・
在
勤
の
女
性
費
用
一
人
六
百

円

１
月
2
1
日
木
午
前
1
0
時
か
ら
運
動

公

園
会

議

室
で

家

庭
婦
人

卓
球

連
盟

・
石
川
　
3
6
8

・
6
2
5
5

番

音
楽
の
広
場
(
合
唱
講
座
)

１
月
1
2
日
火
午
後
１
時
3
0
分
～
３

時
3
0
分
会
場
市
民
劇
場
費
用
テ

キ
ス
ト
代
二
千
七
百
円

当
日
会
場
で

矢
切
公
民
館
　
3
6
8
・
1
2
1
4

番

チ

ャ

リ

テ

ィ

ー
ダ

ン

ス

パ

ー
テ

ィ

ー

（
社

交
ダ

ン

ス

）

１
月
1
0
日
日
午
後
３
時
3
0
分
～
８

時
会
場
森
の
ホ
ー
ル
2
1
費
用
千

円
（
松
戸
市
に
一
部
寄
付
）

当
日
会
場
で

ダ
ン
ス
サ
ー
ク
ル
・
ハ
ツ
ピ
ー
ワ

ン
・
佐
藤
　
3
8
7
・
3
0
3
9
番

ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
・
フ
ァ

ミ

リ

ー

バ

ド
ミ

ン

ト
ン

教

室

１
月
1
7
日
日
午
前
９
時
～
正
午

会
場
常
盤
平
第
一
小
学
校
　
費
用
無

料
当
日
会
場
で

体
育
指
導
委
員
　
穴
戸
　
3
8
9
・
8

4
1
5
番

県
立
我
孫
子
高
等
技
術
専
門
校

訓
練
生
を
追
加
募
集

お
知
ら
せ

文
化
ホ
ー
ル
ギ
ャ
ラ
リ
ー
の
使

用
受
け
付
け

１
月
1
3
日
水
午
前
1
0
時
3
0
分
会

場
文
化
ホ
ー
ル
講
座
室
　
使
用
期
間

３
月
3
0
日
火
～
６
月
2
7
日
日
　
持
ち

物
使
用
料
・
社
会
教
育
関
係
団
体
登

録
証
（
該
当
団
体
の
み
）

文
化
ホ
ー
ル
　
3
6
7
・
7
8
1
0
番

放

送

大

学

の

平

成
1
1
年

度

第

一

学

期
（
４

月

入

学

）
学

生

を

募

集

募

集
学
生

全
科
履

修
生

（
大
学

卒

業
を
目

指

す
人
）
・
選
科
履

修
生
（
一

年
間
）
　
・
科
目
履
修
生
（
半
年
間
）

対
象

十
八
歳

以
上

の
人

出

願
期
限

２
月
1
5
日
月

※
募

集
要
項

（
無

料
）

を
配
布

中

放

送
大

堂

東
京

第
三
学

習

セ
ン

タ

１
　
0
3
・
３
６
０

５

・
2
6
6
1

番

全

日

本

年

賀

状

コ

ン

ク

ー

ル

募

集
部
門

版
画

お

よ

び
絵
手

紙

募
集
期
限
1
2
月
3
0
日
水

※
詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

松
戸
郵
便
局
　
3
6
3
・
8
1
5
1
番

松
戸
市
書
道
展
覧
会
出
品
作
案
内

対
象
車
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の

十
六
歳
以
上
の
人
　
部
門
・
規
格
漢

字
・
か
な
・
近
代
詩
文
・
て
ん
刻
・

刻
字
ほ
か
＝
小
画
仙
紙
半
折
以
内
、

て
ん
刻
＝
三
十
㌢
×
三
十
九
㌢
、
刻

字
＝
百
㌢
×
四
十
五
㌢
以
内
　
搬
入

２
月
1
3
日
土
午
前
1
1
時
～
午
後
４
時

の
間
に
文
化
ホ
ー
ル
ヘ
　
費
用
出
品

料
二
千
円
（
高
校
生
千
円
）

※
す
べ
て
の
部
門
に
つ
い
て
縦
横
自

由
。
作
品
は
未
発
表
の
も
の
で
、

表
装
（
仮
巻
き
は
不
可
）
と
し
、

額
装
（
ガ
ラ
ス
は
不
可
）
は
、
ひ

も
を
つ
け
る
こ
と
。

社
会
教
育
課
市
民
文
化
係
3
6
6
・

7
4
6
2
番

平成11年度看護学生

(看護科3年課程)を募集

広

報

ま

つ

ど
1
2
月

５

日

号

「

水

道

週

間

ポ

ス

タ

ー

・
標

語

コ

ン

ク

ー

ル

作

品

募

集

」

の

訂

正

・
誤
＝
イ
ラ
ス
ト
・
版
画
で
も
可

正
＝
イ
ラ
ス
ト
・
版
画
は
不
可

・
誤

＝
千

葉
県

水
道
局
管

理
部

総
務
企
画
課
広
報
統
計
班

正
＝
総
務
企
画
課
広
報
災
害
班

0
4
3
・
2
2
3
・
4
5
0
0
番

願
書
受
付
期
間
１
月
1
1
日
月
～

1
4
日
木
　
午
前
９
時
～
正
午
と
午

後
１
時
～
４
時
　
試
験
日
１
月
3
0

日
土
(
一
次
試
験
）
　
受
験
資
格

大
学
受
験
の

資
格
が
あ
る
人
　

募

集
人
数
四
十
人

※
入
学
案
内

（
有
料

）
を
配
布
中

市
立
病
院
附

属
看
護
専
門
学
校

3
6
7
・
4
4
4
4
番

このまちに人権文化を築くために

高齢者の人権①

(高齢社会の現状と課題)

わ

が
国

で

は
、
平

均
寿
命

の
大

幅

な
伸

び
や
少

子
化

な
ど

を
背
景

に

、
高
齢

化

が
急
速

に
進

ん
で

い

ま
す

。

高
齢
化

率

（
全
人

口
の
う

ち
六

十
五
歳
以

上
の
人
が
占
め
る
割
合

が
七
％

を
超
え

る
と
高
齢
化

社
会
、

一
四
％

を
超
え

る
と

高
齢

社
会
、

ま
た
二

五
％

を
超
え

る
と
超

高
齢

化

社
会

と

い
わ
れ

ま
す

。

松
戸

市
で

は
、
平

成
３
年

に
高

齢
化
率
が
七
・
一
％
と
な
っ
て
、

高
齢
化

社
会

に
入
り

ま
し

た
。
平

成
1
5年

に

は
一
四
％

の
高

齢
社
会

に
、
平

成
3
1年

に

は
二
五
％

を
超

え

て

超
高
齢
化

社
会

に

な
る
と

推

定

さ

れ
て

い
ま
す

。

こ

の
よ
う

に
高

齢
化

が
進
む

に

つ

れ
て
介
護

を
必
要

と
す

る
高
齢

者
も

急
増
し

、
寝

た
き
り

、
痴
呆

（
ち
ほ
う

）
、
ま

た
寝
た

き
り
に

な

ら
な

い
ま

で
も
何

ら
か

の
支
援

を

必
要

と
す

る
虚
弱

な
高
齢

者
を

合

わ
せ

た
要
介

護
者

が
、
全

国
で

は

平
成
1
2
年

に
二
百

八
十
万

人
、
平

成
2
5
年
に

は
五
百

二
十
万

人
に

達

す

る
も
の
と
推
計

さ
れ
て

い
ま
す

。

介

護
問
題

は
、

長
寿
社

会

で
は

い
つ
、
だ

れ
に
で

も
起
こ

り
う

る

身
近

な
問
題

と

な

っ
て

い
ま
す

。

ま

た
、
高
齢

社
会

の
進
展

に

つ
れ

て

、
食
事

の
制
限

や
暴
力

な

ど
、

介
護

を
必
要

と
し

て

い
る
高
齢

者

に
対

す

る
介

護

者
の
肉
体

的

・
心

理
的

虐
待

を
は

じ
め
、
不

動

産
、

預
貯

金
を
家

族

が
無
断

で
利
用

す

る
な
ど

の
経
済

的
虐
待

等
と

い

っ

た

、
高
齢

者
の
人

権
問

題
も
数

多

く
耳
に
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

自

ら

が
望
む
住

み
慣

れ
た

環
境

で

生
活

を
続
け

、
家

に
閉

じ
こ
も

る
の
で
は
な
く
、
長
い
間
に
培
っ

た
知
識

と
経
験

を
生

か
し

て
社
会

に

参

加
し

、
生

き

が

い
の
あ

る
人

生

を
送

り
た

い
と

い
う

の
は
、
多

く

の
高

齢
者

の
願

い
で
あ

る
と
思

わ
れ
ま
す
。
そ
う
い
う
意
味
で
は
、

高
齢
者

に
と

っ
て
介

護

の
問
題

は

生
活

問

題
そ

の
も

の
で
す

。
心
豊

か
に
、

快
適

に
日

々
を
過

ご
せ

る

か
否

か

が
大
事

な
こ

と
で

す

。
加

齢

に
よ

っ
て
心

身

に
障
害

を
生

じ

た
場
合

で
も

、
自
分

ら
し

く
自

立

で
き

る
よ
う

に
、

必
要
な

支
援

が

受
け
ら
れ
る
体
制
づ
く
り
が
望
ま

れ
ま
す

。

「
長

生
き
し

過

ぎ
た
」

と
重

た

い
言
葉
を
聞
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

だ
れ
に

も
侵

す
こ

と
の

で
き

な

い

基
本
的
な
権
利
が
等
し
く
あ
る
の

で
す

か
ら

、
そ

の
よ
う

な
言
葉

を

聞
か
な
い
よ
う
に
す
る
た
め
に
も
、

人
生

八
十
年

時
代

に
ふ

さ
わ
し

い

た
い
せ
い
づ
く
り
を
考
え
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ

ん

。

一

九
九

一
年
、

国
連

総
会

で
①

独
立
②
参
加
③
介
護
④
自
己
実
現

⑤
尊

厳
な

ど
の
基

本
的

な
柱

が
採

択

さ
れ
、
各

国
に

求
め

ら
れ

ま
し

た

。
そ
し

て
、
国
内

で

は
ゴ

ー
ル

ド

プ
ラ
ン

が
策
定

さ

れ
ま
し

た
。

こ

れ
を
受

け
て

松
戸

市
で

も
、

平
成
６

年

に
高
齢

者
保

健
福

祉
計

画
を

策
定
し

、
高

齢
化

社
会

に
対

応
す

る
た

め
の
第

一
歩

を
踏

み
出

し

ま
し

た

。
そ
こ

で

は
、
二

十
一

世

紀
を
展

望
し

、
高
齢

者

の
あ

る

べ
き
姿

の
実
現

に
向
け

て

の
施
策

が
示

さ
れ

て

い
ま
す

。

NO. 12
(I司連の人権のロゴマーク)

問い合わせ
市民相談室人権担当　366 ―7319番

教育委員会企画調整室人権担当

366-7455 番

初
心
者
水
泳
教
室

１
月
1
9日
～
２
月
1
2日
の
毎
週
火

・
金
曜
日
〔
全
八
回
〕
、
午
後
２
時
～

４
時

会
場
和
名
ケ
谷
ス
ポ
ー
ツ
セ

ン
タ
ー
　
対
象
成
人
（
当
教
室
が
初

め
て
の
人
）
　
定
員
三
十
人
（
抽
選
）

費
用
無
料

1
月
７
日
木
〔
必
着
〕
ま
で
に
、

往
復
ハ
ガ
キ
に
住
所
・
氏
名
（
フ
リ

ガ
ナ
）
・
年
齢
・
電
話
番
号
・
冰
げ

る
距
離
・
返
信
用
あ
て
名
を
記
入
し

て
、
〒
2
7
1

－
0
0
6
4

松
戸
市
上
本

四
四
三
四
松
戸
運
動
公
園
内
ス
ポ

ー
ツ
課
（
　
3
6
3
・
9
2
4
1
番
）
へ

ス

ポ
ー
ツ

小

金

新

春

親

子

マ

ラ

ソ

ン

ー
月
２
日
土
午
前
1
0
時
ス
タ
ー
ト

（
雨
天
の
場
合
３
日
日
）
　
会
場
小
金

北
小
学
校
　
種
目
五
㌔
の
部
（
中
学

生
男
子
・
高
校
生
男
女
・
一
般
男
子
）
、

三
㌔
の
部
（
小
学
生
男
女
・
中
学
生

野

鳥

観

察
会
（
船

橋

海

浜
公

園

）

１
月
1
7
日
日
午
前
８
時
松
戸
駅
東

ロ
デ
ッ
キ
上
集
合
、
午
後
0
時
3
0
分

現
地
解
散
（
雨
天
中
止
）
　
内
容
人

工
干
潟
と
海
に
集
ま
る
冬
鳥
を
観
察

持
ち
物
筆
記
具
・
観
察
用
具
・
昼
食

な
ど
　
費
用
無
料
（
交
通
費
実
費
）

㈱
ま
つ
ど
街
と
水
辺
の
緑
化
基
金

3
4
5
・
9
8
4
6

番

借

地

借

家
の

無

料

相

談

１
月
1
3
日
水
午
後
１
時
～
４
時

会
場
動
労
会
館

※
契
約
書
等
が
あ
れ
ば
ご
持
参
を

松
戸
借
地
借
家
人
組
合
・
外
谷
　

3
4
5
・
３
５
４
８
番

ご
み
ツ
ア
ー
(
清
掃
施
設
見
学
)

①
１
月
1
3
日
水
②
２
月
1
0
日
水
、

各
午
前
８
時
5
0分
～
正
午
　
コ
ー
ス

市
役
所

（
集
合
）
～
日
暮
ク
リ
ー
ン

セ
ン
タ
ー
～
資
源
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン

タ
ー
～
和
名
ケ
谷
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ

ー
～
市
役
所
（
解
散
）
　
　
対
象
市
内

在
住
の
人
（
乳
幼
児
は
不
可
）
　
定
員

先
着
二
十
人
　
費
用
無
料

※
二
十
人
以
上
の
団
体
は
別
途
申
し

込
み
可
。
申
し
込
み
人
数
が
十
人

以
下
の
場
合
は
中
止
し
ま
す
。

希
望
す
る
実
施
日
の
五
日
前
ま
で

に
、
電
話
で
清
掃
管
理
課
ご
み
を
減

ら
す
係
　
3
6
6
・
7
3
3
2
番
へ

催

し

物

募
集
科
目
①
機
械
製
図
科
②
Ｏ
Ａ

機
器
科
定
員
①
十
七
人
②
若
干
名

対
象
三
十
歳
以
下
の
人

※
試
験
は
随
時
行
い
ま
す
。

県
立
我
孫
子
高
等
技
術
専
門
校
　

０
４
７
１
・
8
4
・
６
４
１
１
番

誓いも新たに

パークセンター

催し物
行事名 日　時 講　師 対象

園芸 教室 「花 木の効

果的な 病 害虫防 除法 」

1/20水

午後1時30分～3 時

みどりの相談員

田口峯男氏
40人

園芸教室

｢花壇の土づくリ｣

1/24日

午後1時30分～3時

みどりの相談員

渡辺重吉郎氏
40人

森のクラフト教室

｢わらで作る鶴と亀｣

1/30土午後1時

30 分～3時30 分
岩佐敏雄氏 20人

みどりの講習会

｢盆栽の植え替え｣

1/31日午後1時

30 分～3時30 分

日本盆栽協会松戸

支部 ・真嶋誠一氏
45人

自然 観察 会 「冬ご し

する 昆虫 をさ がそう 」

2/7日

午前IC)時～11時30分

プ ロナチュラリス

ト 佐々木洋氏
30人

園芸教室

｢育てやすい観葉植物

の種類と管理のコツ｣

2/10水

午後1時30分～3 時

みどりの相談員

小林鶴太郎氏
40人

園芸教室

｢3・4月の園芸作業｣

2/14日

午後1時30分～3時

みどりの相談員

渡辺重吉郎氏
40人

会場パークセンター　費用無料

電話でパークセンター　345－8900番(先着順）へ



松戸市の市外局番は047番です。

期　間 内　　容 問い合わせ先

1/ 5火～10(日) 松戸美術会31回展 松戸美術会　　　　　　　　343-5395 番

20水～24(日)松戸市小中学 佼児童生徒書初展 教育委員会指導課　　　　　366 －7458 番

開館時間…午前10時～午後6時　※月曜日は休館

期日 内　容（☆は有料） 開演時間 問い合わせ先

1/23土
松戸子ども劇場

「ヘレンケラ一とサリヴァン先生」☆
18：30 松戸子ども劇場　　　　361 －1606 番

30 土 国立 音楽大 学第24 回同 調会コン サート ☆ 13:30 国立音楽大学・福井　　341-7671 番

※月曜日は休館

期　閤 内　　容

1/5火～31(日)

午後1時15分・3時15

分から上映

(土・日・祝日は午前

11時からも上映)

ハ イビジョン 映像 「永遠の マエ ストロ ／イタ リア美術 紀行　 美 の調和の 画家

ラファエロ」＜上映時間41分＞

2月：「永遠のマエストロ／イタリア美術紀行　苦悩の巨人ミケランジェロ」

＜ 上映時 間制 分 ＞

会場講 堂　 観覧無 料

※1 /9土の午前のハイビジョン上映は11時35分からとなります。

1/9C士)

午前10時～11 時30 分

ハ イビジ ョン 放送受 信公 開 「ハイビ ジョ ンで 海中 の旅」

内 容 ＮＨ Ｋハイビ ジョン 放 送「と きめ きに つぱ ん　 南 房総 ・黒潮 の恵 み

～千 葉県 ・鴨 川市」 会場 講 堂　 観 覧無 料

1/19～3/9の毎週火曜

日、各午前10時･午後

2時から吝2時間

(1回2時間限りの体験)

体 験教 室「布 を織る 」

内 容裂い た木 綿布 を横糸 に利用し た裂 き織 りを体 験 定 員各 回先着2 人

費 用無料

12月25日金午前10時から、電話で市立博物館「布を織る」係　384-

8272 番 へ

1/23土､･3/14(日)

教 育展 「教科 書のな かの 道具 とく らし 」

内 容小 学校 社会 科の教 科書 に登 場する ひと 昔前 の生活 用具 一農具 の実 物

を 通し て当時 の人々 のく らし を考え る　 会場 企画 展示室　 観覧 無料

1/23 ～3/20 の隔週土

曜日〔全5回〕午前10

時30 分～正午

古 文書を 読む ［近 世入門 編］

内容 松戸に か かわる近 世文 書を 解読し 、そ の歴史 的背 景を 解説　 講師 博

物 館学芸 員　 定員30 人（抽 選） 費用 無料

1月14日木〔必着〕までに､往復ハガキに住所氏名・電話番号を記入し

て､〒270-2252松戸市千駄堀671番地市立博物館「古文書を読む」係へ

休館日…月曜日（祝日は開館し、翌日休館）・第4金曜日-年末年始(12/28～1/4）

開館時間…午前9時30分～午後5時（入館は午後4時30分まで）

常設展観覧料…一般300円(240円)・高大学生150円(100円)・小中学生100円(60円)[（）内は団

体料 金/20 人 以上 〕 ※毎月 第2 ・第4 土 曜 日は小 中学 生の観 覧は無 料 です。

ガイド ツ アー（ 展示解 説）毎日 午前10 時 ・午 後2 時から30 分間 （参 加者は 観覧料 が必 要で す｡）

江戸時代旅装束試着体験毎月第1日曜日午後1時・2時・3時・4時から各回男女各1人(申し込みは

電 話 で試着 体験 係Q384-8272 番 へ）

期日 内　容（☆は有料） 開演時間 問い合わせ先

1/ 9(土) 親子まんが映画会☆
10:00　12 : 00
14 : 00

山口輝典　　　　03-3324-4472 番

10(日) 35 周年たつ美流舞踏発表会 10:30 中村孝子　　　　　　　363-8384 番

14木 健康カラオケコンテスト 18 : 00 冨永＜に子　　　　　　341-3623番

23(土)ピアノ発表会 13 : 00小川慶子　　　　　　385-6590 番

24(日)ピアノ発表会　　　　　　　　　　　　13:30 高井朱実　　　　　　　341-1366 番

※月曜日は休館

期　日 内　容（☆は有料） 開演時間 問い合わせ先 口 一

大ホ
ー

ル

12/26土
レ ニング ラー ド国 立バレ エ 「白鳥

の 湖」☆
15:00 光藍社　　　　　　03-3943-7531 番

1/15祝 平 成11 年 松戸 市成人 式 11: 00 教育委員会社会教育課　　366-7462 番

16

土

カ ルロ ス ・ブ オ ノ・タン ゴ楽 団☆ 18:30
MIN-ONチケットセンター

03-3226-9999 番

17日 まんが映画会☆ 10:00 映光社　　　　　　0422-45-3954 番

24(日)
第10 回市民コンサート「カルミナ

・プラーナ」☆
14 : 00松戸市音楽協会　　　　　383-0111 番

小ホ
ー

ル

12/26火 ピアノ発表会 13 : 00林原洋子　　　　　　　　348-0724 番

1/ 9(土)
ク ラシ ック バレエ サーク ル合 同発

表会
13 : 30宮本　　　　　　　0471-93-3237 番

15

祝

平成11年松戸市成人式 11 : 15教育委員会社会教育課　　366-7462番

17(日)
金城菊 香 バレ エ スタジ オ バレ エ 発

表 会
17 : 00金城菊香　　　　　042-381-590ﾜ 番

20
水

木 下伸 市 津軽三 味線 邦̈ 楽11の競演

～ 津 軽三味 線民 謡ラ イブ ～ ☆
19 : 00 P ・○・B　　　　0474 －35 － 1 886番

22金 立川談志独演会☆ 19 : 00 ｷ公戸市文化振興財団　　384-5050 番

23土
メアリ ー ズクラブ 主催 カラ オケ コ

ン サート
14 : 00 メアリーズクラブ・白石　384-4721 番

24(日)新春愛のチャリティー歌謡祭 9:30 松戸 市民カ ラオケ歌謡 協会　368 －8640 番

※月曜日は休館

＼＼ 期　　間 内　　容

展示 1/ 9(土)・23(土) 企画展 「千 駄堀 の自然 展～鳥 の 棲む環 境と 食べ物 ～」

観察

会

1/6(土）午後2時～3時 季節の見どころ歩き　講師パークセンター職員

24（日）午後1時～2時30分 昆虫ウオッチング　講師自然解説員・佐藤隆士氏

当日パークセンターで（先着25人） 費用無料　※雨天中止

相談
毎週水・土・日曜日と祝日 、各午前

10時～正午と午後1時～3 時30分

みどりの相談員による花や緑に関する相談

(電話でも受け付けます)

開館時間…午前9時～午後4時（月曜休館）

期　間・催し物 内　　容

1/15祝まで

維新後の

徳川慶喜・昭武

30歳で江戸幕府最後の将軍となった慶喜。維新後の46年間に焦点を合

わせ、77歳(大正2年)で亡＜なるまでの、知られざる慶喜の暮らしや一

族との交流を紹介します。

1/23土が～4/18(日)

徳川家のくらし

松戸 徳 川家 の本 邸 ・戸 定 邸では 、江戸 時 代か らの 伝 統を 踏 まえつ つも 、

明 治時 代な らで はの徳 川家 の生 活 があり まし た。屏 風 、絵 画 、漆 工品な ど

を 当時の 写真 らと共 に展 示し 、明治 時代 の徳川 家の 暮らし を 紹介し ます 。

入館時間…午前9 時30分～午後4時30 分（月曜日は休館。ただし 、祝日は開館し翌日休館）

入館料…一般60円 、高大学生40円、小中学生20 円

※毎月第2・4土曜日は小中学生の観覧は無料です。

相談 名 期　 日 時　 間 会　 場 相談名 期　 日 時　 間 会　 場

交通事故
月～金曜日

午前9時～午後5時
市民相談室 市

民相

談
室

366
・
７
３
１
９
番

※金銭

問題

の
相
談
も
行
い
ま
す。

人権相談

第2・第4金曜日

午前10時～午後3時

市役所相談ｺｰﾅｰ
千

葉

地

方

法

務

局

松

戸

支

局

市

援

護

課

庶

務

係

公

宍’一
・
７

３

４

７

番

市政･一般 午前8時30分～午後5時 11(月) 馬 橋支所

5火 六 実支所
法律相談

(予約制)

毎週月･火･木曜日 午後1時～5時

市役

所
相
談
コ
ー

ナ
ー

5(火) 小金 支所
第1月曜日 午前9時～正午

6(水) 常盤平支所
税務相談 第2金曜日 午後1時～5時 6冰） 新松戸市民センター

登記相談 次 回 は 〔2/19( 金)〕 午後1時～4時30分 7木 小金原市民センター

行政相談 第2・第4月曜日 午後1時～3時 ※人権相談は千 葉地方法務局松戸支局(　363-6278 番) でも行ってい ます。

住宅相談 毎週水曜日 午前10時～午後4時 心

配

ご

と

相

談

第2・第4金曜日

午前10時～午後3時

鵯 所鰮ｺｰﾅｰ 社

会

福
祉

協
議
会

368
・
０

５
０

３

番

外国人相談 第2・第4火曜日 午前9時～正午 11(月) 馬 橋支所

5(火) 六実支所
住宅ﾘﾌｫｰﾑ 第3水曜日 午前10時～午後4時 住宅課

5(火) 小 金支所
労働相談 第3 月曜日 午後1時～5時 商工観光

課労政係
6水・20水 常盤平支所

※労働相談は東葛飾支庁商工労政課(　361-4089番)でも行っています。 6水・20水 新松戸市民センター

巡

回

年

金

相

談

5(火)

午前10時～午後3時

常盤平支所 国
民
年

金
課

適
用
係

366
・
７
３
５
２
番

※左記

以外

の
日
は
国
民
年
金
課
へ

7木・21木 小金原市民センター

8(金) 小 金 支 所
ゆ う ま つ ど

こ ころの 相談

第1～第4月曜日
午前10時～午後4時 女 性 セン タ ー

（ 相 談 室 直 通 ）

363-0505 番

12(火) 小金原支所 第2～第4木曜日

14(木） 馬 橋 支 所 第1木曜日 午後2時～8時

女 性就業 相談 火･金曜日 午前10時～午後4時
19(火) 六 実 支 所

女 性パ ート

労 働 相 談
5(火)

午後1時30分～

午後4時30分

女 性 セ ン タ ー

364-8778 番22(金) 新松戸支所

26(火) 矢 切 支 所 就学相 談( 予 約制)
月～金曜日

午前9 時 ～正 午・

午後1時30分～4時30分

教 育 研 究 所

366-7461 番29(金) 東 部 支 所 教育相 談( 予 約制)

消費生活相談 月～金曜日 午前9時～午後4時
消費生活ｾﾝﾀｰ

365-6565 番
青少年 相談( 電 話)

月～金曜日

四

午前8時30分～
午後4時30分

少 年 セ ン タ ー

363-7867 番
一 一

育児相談

(すくすくﾃﾚﾌｫﾝj
-

月～金曜日 午前8時30分～午後5時
北 松 戸保 育 所

367-4646 番
一 一 一 一

青少年 相談( 来 所)

〔予約制 〕
- 一 一

午前9時～午後5時
少 年 セン タ ー

366-7464 番
-

救急医療体制健康保険証をお忘れなく

※住宅課？366-7366 番、商工観光課Q366-7327 番

広報 1998 年(平成10 年)12月25日

見に行こう　聴いてみよう　＝文化施設だより
＝

お気軽にご相談ください　1月の相談あんない　　　　　※相談はすべて無料です。

◆テレホン案内サービス

〔当日の医療機関(待機病院、休日在宅

当直医､ 夜間急病診療所､休日土曜日夜

間歯科診療所等)を案内しています〕

……　366 －0010 番

平日 午後4 時30 分～翌日午前9 時

休日と土曜 午前9時～翌日午前９時

◆夜間急病診療所 …　368-3756 番

衛生会館内　毎日午後8 時～11 時

◆休日土曜日夜間歯科診療所

……　365-3430 番

衛生会館内　午後８時～11時

期間 1/7木まで 1/8金～21木 1/22金～2/4木

東
POP　K  I DS の元気展

樽川　365－0006番

新春墨絵リんどうの会作品展

和田　362-0934 番

あすなろ会洋画展
伊倉　343-0128番

西
スケッチ水彩グループ展

玉木　385-1503 番

Ｐｅａ作品展

遠藤　363－3606 番

虚空窯陶芸教室作品展

白次　369-0321 番

市民会館　　　　　　　　　　　　　　　368-1237番

市民劇場　　　　　　　　　　　　　　　368-0070番

森のホール21　　　　　　　　　　　　　384-5050番

21世紀の森と広場パークセンター　　　　345-8900番

博物館　　　　　　　　　　　　　　　　384-8181番

松戸駅市民ギャラリー　　　　　市社会教育課　366-7462番

文化ホールギャラリー　　　　　　　　　367-7810番

戸定歴史館　　　　　　　　　　　　　　362-2050番
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